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データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA P 903 iTV でデータ通信をする際に必要な事項についての説明を 
はじめ、 CD - R 日 M 内の 「 P 903 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）- 「 F 日 MA PC 設定ソフ 
卜」のインス!-ールち法などを説明しています。 

Windows ® XP の操作について 

本マニュアルは、 Windows ® XP Service Pack 2に対応した内容となっております。 
お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 






















• FOMA 端末からは、円 AFS などの PHS ヴービス （32 K データ 
通信および、日 4 K データ通信）はご利用できません。 

• FOMA 端末は 、 Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサポートしていません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA「si 邑 marion II 」、 「si 邑 marion III 」、 
「 musea 」 に接続してデータ通信を行うことびできます。 

「si 邑 marion II 」や 「 musea 」 を利用する場合は、アップデー 
卜び必要です。アップデートのち法などの詳細は、ドコモの 
ホームページをご覧ください。 


FOMA 端末か6利用でをるデータ通 
信について 

FOMA 端末とパソコンを接続してご利用できるデー 
夕通信は、パケット通信- 64 K データ通信とデータ 
転送 （ OBEX ) に分類されます。 

FOMA 端末はパケット通信用アダプタ機能を内蔵し 
ています。 

•本 FOMA 端末は、 IP 接続に対応していません。 


パケット通 fi 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信お 
態です。（受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
/ fmoperaj など、 FOMA パケット通信に対応し 
た接続先を利用します。 

パケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 
USB 接続ケーブル（別売）や Bluetooth で接続し、 
各種設定を行うことで利用でさ、高速通信を必要とす 
るアプリケーションの利用に適しています。 

P .3 む降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

•パケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されます。画 
像をを<含むホームページの閲覧、データのダウン□ー ドなどの 
データ量のをい通信を行うと、通信料金が高額になりますのでご 
注意ください。 


64 K データ通信 


接続している時間に応じて、通信料金がかかる通信形 
態です。 FOMA 端末とパソコンを FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）や Bluetooth で接続し巨 4 kbps の 
通信を行います。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「 moperaU 」 
/ fmoperaj などの FOMA 64 K データ通信対応の 
接続巧、またはに DN ①同期 64 K 対応の接続巧をご利 
用 < ださい。 

P .31 U 降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

• 64 K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されます。 
長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりますの 
でごま意ください。 


赤外線や FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使って 
データを送受信する通信形態です。赤外線通信では、 
FOMA 端末またはパソコンなど赤外線通信機能を持 
つ機器とデータを送受信できます。 

FOMA 端末とパソコン間で FOMA USB 接続ケーブ 
ルを使ってデータ転送 （ OBEX ) を行う際には、ド 
コモケータイ datalink やデータリンクソフトをイン 
ストールしてください。 



ご ffi 用になる前に 


インターネットサービスプ□バイダの利用料 
について 


インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダに巧する利用料が必要 
になります。この利用料は、 FOMA サービスの利用 
料とは別に直接インターネットサービスプ□バイダに 
お支払いいただきます。利用料の詳しい内容について 
は、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお 
問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス Cmopera U 」 
/ fmoperaj をご利用いただけます。 
rmoperaU 」 をご利用いただく場合は、お申し&み 
が必要（有料）となります。 「 mopera 」 をご利用い 
ただく場合は、お申し込み不要、月額使用料無料で 
す。 


接続先（インターネットサービスプ□バイダ 
など）の設定について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なり 
ます。パケット通信を行うときはパケット通信対応の 
接続巧、巨 4 K データ通信を行うとさは FOMA 巨 4 K 
データ通信、または旧 DN 同期 64 K 対応の接続巧をご 
利用 < ださい。 

• DoPa の接続巧には接続できません。 

•円 AFS などの PHS 巨 4 K /32 K データ通信の接続制こは接続でき 
ません。 


ットワークアクセス時のユーヴ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場合がありまず。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してください。 ID とパスワード 
は接続巧のインターネットサービスプ□バイダまたは 
接続巧のネットワーク管理者か5付与されます。詳し 
い内容については、そち!5にお問い合わせください。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


FirstPass (ューザ証明書）が必要な場合は、付属 
① CD - ROM か 5 FirstPass PC ソフトをインストー 
ルし、 設定を行ってください。 

詳しくは CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォ 
ルダ内の rnrstPassManualJ ( PDF お式）をご覧 
<ださい。 


巧:ページにつづ< 
















パケット通信および目 4 K データ通信の条件 


FOMA 端末で通信を行ラには、む下の条件が必要に 
なります。 

• FOMA USB 接続ケースレ（別売）が利用できるパ 
ソコンであること 

. Bluetooth で接続する場合は、パソコンが 
Bluetooth 標準規格 Ver . 1 . 1または Ver . 1 .2 の Dial - 
up Networking Profile (ダイヤルアップネット 
ワーキングプ□ファイル）に対応していること 
- FOMA パケット通信、巨 4 K データ通信に対応した 
PDA であること 

• FOMA ヴービスエリア内であること 

-パケット通信の場合、接続先が FOMA のパケット通 
信に対応していること 

. 巨 4 K データ通信の場合、接続巧が FOMA 64 K デー 
夕通信、または旧 DN 同期巨 4 K に対応していること 
ただし、上の条件が整っていても、昼地局が混雑して 
いる、または電波状況が悪い場合は通信がでさないこ 
とがあります。 


□動作損境について 

データ通信におけるパソコンの動作環境はむ下のとお 
りです。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA USB 接続ケーブル側売）を使用する場合： 
US 巨ポート （Universal Serial Bus 
Specification Revl .1 準拠） 

目 luetooth を使用する場合： 

Bluetooth 標準規格 Ver . 1 . 1または Ver . 1 .2 準拠 
(ダイヤルアップネットワーキングプ□ファイル） 
ディスプレイ解像度80 0X 目 00 ドット、 

High Color ! 日ビット!；!上を推奨。 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 、 
Windows ® XP Professional/Home Edition 
(各曰本語版） 

必要メモ U 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional : 

日 4 M バイト政上 

Windows ® XP Professional/Home Edition : 
128 M バイ 
(各曰本語版） 

八ードディスク 
容量 

已 M バイトな上の空さ容量 


• 0 S アツプグレードからの動作は保証いたしかねます。 

•必要メモ U および八ードディスクの空さ容量はシステム環境に 
よって異なることびあります。 


CD - ROM をパソコンにセツトすると、下記のような警告画面び 
表示される場合びあります。この警告は 、 Internet Explorer の 
セキュ U ティの設定によって表示されますび、使用には問題あ 
りません。 

「はい」をク U ツクしてください。 

※画面は Windows ® XP を使用した場合の例です。お使いのパ 
ソコンの環境により異なる場合びあります。 



Q が要な機器について 

FOMA 端末とパソコンむ外にむ下①ノ V - ドウェア、 
ソフトウェアを使います。 

.FOMA USB 接続ケーブル（別売）または 、 FOMA 
巧電機能付 USB 接続ケーブル01(別売）※ 

. 付属 CD - ROM「FOMA P 903 iTV 用 CD - ROM 」 

《 USB 接続の場合 

• US 巨ケーブルは専用の 「FOMA US 巨接続ケーブル」または、 
「 FOMA 充電機能付 US 巨接続ケーブル01」をお買いまめく 
ださい。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異 
なるため使用でさません。 

•本書では 、 FOMA US 巨接続ケーブルの場合で説明していま 
す。 


Q FOMA 端末と他の機器との接続方法 

FOMA 端末と他の機器を接続するには、次の3つの方 
法があります。 


FOMA USB 接続ヶーブルを使弓 


FOMA USB 接続ケースレ（別売）を使って 、 USB 
ポートを装備したパソコンと接続します。 （ P .3 参照） 
パケット通信、 64 K データ通信、データ転送のすべ 
ての通信形態に利用でさます。 

•データ通信を行うには 「 USB モード設定」を「通信モード」に 
設定して<£ごさい。 

►その他 USB モード設定 ►通信 モード」の操作を 

行いまず^ 

•ご使用前に P 903 iTV 通信設定ファイル（ドライバ）のインス 
トールが必要です。 


Blu 白 tooth を使つ 


Bluetooth 対応パソコンと FOMA 端末をワイヤレス 
接続します。 （ P .7 参照） 

パケット通信、巨 4 K データ通信を行う場合に利用で 
さます。 

•通信の際は Bluetooth リンク経由標準モデムまたは Bluetooth 機 
器メーカが提供している Bluetooth モデムをご使用ください。ご 
使用になる場合のインストール方まや設定方法については、ご使 
用のパソコンメーカまたは Bluetooth 機器メーカにご確認くださ 
し、。 


赤外線通信を使う 


赤外線を使って、 FOMA 端末と赤外線通信機能が搭 
載された他の FOMA 端末、携帯電話、パソコンなど 
とデータを送受信します。 

データ転送を行ラ場合のみ利用でさます。 
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■用語解説 

• APN 

Access Point Name の略です。パケット通信において、接 
続先のインターネットサービスプ□バイダや企業内 LAN を識 
別します。例えば mopera U の場合は 「 mopera . net 」 のよう 
な文字列で表します。 

• cid 

Context Identifier の略です。パケット通信をする際に、 
FOMA 端末にあらかじめ登録する APN の登録番号です。 

FOMA 端末では、1から10までの10件を登録できます。 

• Administrator 権限 • 管理者権限 
本書では、 Windows ® XP 、 Windows ® 2000 
Professional のシステムのすべてにアクセスできる権限のこ 
とを指しています。通常、 Administrators のグループに所属 
したユーヴーはこの権限を持っています。一ち、 
Administrator 権限または管理を権限を持たないユーヴーはシ 
ステムへのアクセスび限定されているため、通信設定ファイル 
(ドライバ）のインス!ルなどを行うとエラーになります。 
パソコンの管理者権限の設定については、各パソコンメーカ、 
マイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• DNS 

Domain Name System の略です。 「 nttdocomo . cojp 」 の 
ような人間び理解しやすい名前を、コンピュータび管理しやす 
い数字で表したアドレスに変換するシステムのことです。 

• OBEX 

OBEX (Object Exchan 吕 e ) I ま 、 IrDA (Infrared Data 
Association ) び規定したデータ通信についての国際規格（プ 
□トコル）です。 

OBEX 規格に対応した機器やソフトウエアを使うことで、携帯 
電話、パソコン、デジタルカメラ、プ U ンタなどさまざまな情 
報機器間で、データの送受信びできます。 

• IrDA 

Infrared Data Association の略です。赤外線を用いたデータ 
通信の規格の制定、促進を行ラ国際的な組織です。 

• IrMC 

Ir Mobile Communications の略です。 IrDA び定めた規格で、 
電話帳、スケジュール、メール、フ U —メモなどのデータ交換 
ち法び定められています。また、機器間の通信には、 OBEX 規 
格を使用することび規定されています。 

• QoS 

Quality of Service の略でネットワークのヴービス品質です。 
FOMA 端末の QoS 設定では、速度を限定しないで接続するか 
あるいは最高速度（上り目 4 kbps 、 下り 384 kbps ) でのみ接 
続するかを設定でさます。（接続後の速度は可変します。）詳し 
くは P .37 参照。 

• W-TCP 

FOMA ネットワークでパケット通信を行うときに、 TCP / IP の 
伝送能力を最大限に生かすための TCP パラメータです。 
「 Wireless 」、「 W - CDMA 」、「 Windows ®」 の環境下で FOMA 
端末の通信性能を最大限にミ舌用するには、 TCP パラメータの 
最適化び必要です。 

• W-CDMA 

世界標準規格として認定された第兰世代移動通信システム 
( IMT -2000) の1つです。 

FOMA 端末は、 W - CDMA 規格に準拠しています。 



データ通信の準備の流れ 


パケット通信- 64 K データ通信を行ラ場合の準備に 
ついて説明します。1ッ下のような流れになります。 


USB 接続の場合 

Bluetooth 接続の場合 

パソコンと FOMA 端末を 
FOMA USB 接続ヶーブル 
(別売）で接続する 


パソコンと FOMA 端末を 
Bluetooth でワイヤレス接 
続する （ P .7 参照） 

t 



「 P 903 rrv 通信設定ファィ 
ル」（ドライバ）をインス 
トールする （ P .4 参照） 



t 

\ 


インストール後の確認をする 
( P .6 参照） 


モデムの確認をする （ P .7 参 
照） 

1 

1 

1 





♦ 

1 


「FOMA PC 設定ソフト」を 
インス1ルする 
( P .8 参照） 


「FOMA PC 設定ソフト」を 
使わずに手動で通信の設定を 
する （ P .20、 P .30 参照） 

1 

1 

1 


接続する 

( P . 16または P . 吕8参照） 


■付属の 「FOMA P 903 iTV 用 CD - ROM 」 について 

FOMA 端末とパソコンを FOMA US 目接続ケーブルで接続して 
パケット通信を行うときには、付属の 「FOMA P 日 03 iTV 用 
CD - ROM 」 の n = "日 03 rrv 通信設定ファイル」（ドライバ）をパ 
ソコンにインス!-ールしてください。また、通信を行う際に 
APN やダイヤルアップの設定び簡単に行える 「FOMA PC 設定 
ソフト」をインストールすることをおすすめします。 
rP 日 03 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）のインストールち法 
は P .4 〜 P .6 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」のインス I -ールち法は P .9 参照。 


n パソコンと FOMA 端末を接続する 

FOMA USB 接続ケースレ（別売）①取り付け方法に 
ついて説明します。 


1 FOMA 端末のか部接続端テの向ををお 認 
し、 FOMA USB 接続ケーブルのか部接続 
コネクタをまっすぐ r カチッ J と音がする 
まで差し込む 


3 巧:ページにつづ< 


























9 FOMA USB 接続ケーブルの USB コネク 
夕をパソコンの USB 端テに接続する 





• FOMA US 巨接続ケーブルのコネクタは無理に差し込まないで 
ください。故障の原因となります。各コネクタは正しい向き、 
正しい角度で差し込まないと接続でさません。正しく差し込ん 
だとさは、強い力を入れな<てをスムーズに差し込めるよラに 
なっています。ラまく差し込めないとさは、無理に差し込ま 
ず、をう一度コネクタの形や向さを確認してください。 

• US 目ケースレは専用の FOMA US 巨接続ケーブルをお買いホめ 
ください。（パソコン用の US 目ケーブルはコネクタ部の形状び 
異なるため使用でさません。） 

• FOMA 端末に表示される「を」は、パケット通信または 64 K 
データ通信の通信設定ファイル（ドライバ）のインストールを 
行い、パソコンとの接続び認識されたとさに表示されます。通 
信設定ファイル（ドライバ）のインス!ル前には、パソコン 
との接続び認識されず、「を」を表示されません。 


■取り外しち 

1. FOMA USB 接続ヶーブルの外部接続コネクタのリリースボ 
タンを巧しなが5、まっすぐ引き巧く。 

2. パソコンの USB 端子から FOMA USB 接続ケーブルを引き巧 

く。 



• FOMA US 目接続ケースレは無理に取り外さないでくださ 
し、故障の原因となります。 

• データ通信中は FOMA US 巨接続ケーブルを取りがさない 
で<ださい。パソコンや FOMA 端末の誤動作や故障、デー 
夕消失の原因となります。 

• FOMA US 巨接続ケーブルの取り付け-取りがしは連続し 
て行わないでください。一度、取り付け•取り外しを行つ 
た場合は、間隔をおいてから再び行ってください。 


通信設定ファイル（ドライバ）をイン 
ス I ルする 

通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルは、ご 
使用になるパソコンに FOMA 端末を FOMA USB 接 
続ケーブル（別売）で初めて接続するとさに必要で 
す。 

• Bluetooth でワイヤレス接続する場合は通信設定ファイル（ドラ 
イパ’）をインストールする必要はありません。 

• 必ず Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってぐださい。 


Windows ® XP の場合 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブルを 
接続する （ P .3 参照） 

9 Windows ® を起動し、付属の [FOMA 
P 903 iTV 用 CD - ROMJ をパソ3ンに 
セットする 

Q [FOMA P 903 iTV CD-ROMJ の画面を 
閉じる 

•この画面は 「FOMA P 日 03 iTV 用 CD - ROM 」 をパソコン 
にセットすると、自動的に表示されますび、お使いのパソ 
コンの設定によっては、表示されないことびあります。そ 
の場合は、手順4へ進みます。 

•「 P 日03 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- 
ル中にこの画面び表示された場合を画面を閉じてくださ 
い。 

A FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
とお続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

5 インス!^ールを始める 

タスクバーのインジケータから「新しい八ードウエアび見つ 
かりました」といラポップアップのメッセージび数砂間表示 
されたあと、下の画面び表示されます。 

「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリッ 
クします。 

• お使いのノ':ソコンにより、この画面は表示されない場合び 
あります。 



巧:ページにつづ< 















































0 インストール方法を選ぶ 

「一覧または特定の場所からインストールする（詳細)」を選 
択し、「次へ」をク U ックします。 



7 ドライバを選ぶ 

r 次の場所で最適のドライバを検索する」を遺んだあと 、 「u 
ムーバブルメディア（フロッピー、 CD - ROM など）を検 
索」のチェックを外し、「次の場所を含める」をチェックし 
ます。「参照」をク U ックし、 「< CD - R 0 M ドライブ名>:¥ 
USB Driver ¥ Win 2 k _ XPJ を指定し、「次へ」をクリック 
します。に D - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって 
異なります。） 



© ホの巧所でち適狙朽イ,巧がまする垣） 

リム-がルガィアやトカルバスから巧まできます。巧おれた是迪のドラ 


□リム—バプルタディア（フロッピ—、 CD-ROM なの をな巧(凹） 

回みの場所を含める域： 

を# USB Drive が Win2k_XP |V r 爹膀(段 I 


〇巧おしねいで、イシスト-ルするドライ;惟勘 R する屯） 

を迎 阿る はんこのオチンむ 機 制。 遇 於れを朽彌 J トドウぶ 城通 のらの 



Q r 完了 J をクリックする 

4つの n ="903 rrv 通信設定ファイル」（ドライバ） （ P . 目参 
照）びすベてインス!ルされます。 

すべての 「 P 903 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）のイ 
ンス I -一 J レび完了すると、タスクバーのインジケータから 
r 新しい八ードウエアびインストールされ、使用準備びでさ 
ました。」といラポップアップメッセージび数砂間表示され 
ます。 


引き続き、作日03 tv 通信設定ファイル」（ドライバ）び正しく 
インス I ルされていることを確認します。 （ P . 目参照） 


Windows ® 2000 Professional の場合 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブルを 
接続する （ P .3 参照） 

0 Windows ® を起動し、付属の [FOMA 
P 903 iTV 用 CD - ROMJ をパソコンに 
セットする 


Q [FOMA P 903 iTV CD-ROMJ の画面を 
閉じる 

•この画面は 「FOMA P 日 03 iTV 用 CD - ROM 」 をパソコン 
にセットすると、自動的に表示されますび、お使いのパソ 
コンの設定によっては、表示されないことびあります。 
その場合は、手順4へ進みます。 

•「 P 日03 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- 
ル中にこの画面び表おされた場合を画面を閉じてくださ 
い。 

A FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
とお続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

5 インス!^ールを始める 

「次へ」をク U ックします。 



0 r デバイスに最適なドライバを巧索する（巧 
奨) J を選択し、 r 巧へ J をクリックする 

•お使いのパソコンによっては 「 US 目 DEV に E 」 と表示さ 
れることびあります。 

7 r 場所を指定 J を選択し、 r なへ J をクリッ 
クする 

g 巧索するフォルダを指定する 

フォルダ名は、「く CD - ROM ドライブ名 >:¥ US 巨 Driver ¥ 
Win 2 k_XPJ です。 

検索するフォルダを指定したら、 「 OK 」 をク U ックします。 
に D - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なりま 
す。） 

• ドライバは Windows ® XP とな通です。 



0 ドライバち （ P .6 参照）を確認して、 r 巧 
へ J をクリックする 


ここでは 「FOMA P 日 03 iTV 」 と表示されます。 

•お使いのパソコンによっては 「 US 目 DEV に E 」 と表示さ 
れることびあります。 

1 Qr 完了 J をク IJ ックする 

4つの rP 日 03 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ） （ P . 日参 
照）びすベてインストールされます。 


引き続き、 「 P 日 03 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）び正しく 
インス I ルされていることを確認します。 （ P . 日参照） 
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Q インストールしたドライバを確認する 

rP903iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）が正しく 
インス I -ールされていることを確認します。 

1 < Windows ® XP の場合 > 

I r スタート J ► r コントロールパネル J を開く 
► r パフオーマンスとメンテナンス J 
► r システム J を開< 

< Windows ® 2000 Professional ①場合> 

r スタート J ► r 設定 J ► r コントロールパ 
ネル J を開 <► r システム J を開< 


9 r 八ードウエア J タブをクリック 

► r デバイスマネージャ J をクリックする 

3 各デバイスをクリックして、インス!ル 
をれたドライパ名をお認する 

「ポート （ COM と LPT) 」、 「モデム 」、 ruSB (Universal 
Serial Bus ) コント□-ラ」の下にすベてのドライバ名び 
表示されていることを確認します。 



Windows ® XP の場合 



Windows ® 2000 Professional の場合 
《 COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 


rP903iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス 
トールすると、じ TF ①ドライバがインス!-ールされま 
す。 


デバイス名 

P 903 iTV 通信設定ファイル（ドライバ）名 

ポート （ COM と LPT ) 

- FOMA P 日 03 iTV Command Port 
- FOMA P 903 iTV OBEX Port 

モデム 

- FOMA P 日 03rrv 

USB (Universal Serial 
Bus ) コント□-ラ 

- FOMA P 日03 iTV 


「FOMA PC 設定ソフト」を使って接続先の設定をするには 
P .9 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに接続先の設定をするには 
P .20、 P .30 参照。 


1 通信設定ファイル（ドライバ）をアン 
」 インストールする 

rP903iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）のアンイ 

ンストールが必要になった場合（バージョンアップず 

る場合など）は、次の手順で行ってください。ここで 

は Windows ® XP を例にしてアンインス I ルを説 

明します。 

• 必ず Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってぐださい。 

1 FOMA 端末とパソコンが FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）で接続をれている場合は、 
FOMA USB 接続ケーブルを取りかす 

9 r スタート J ► r コント□ールパネル J 
► r プログラムの追加と削除 J を開< 

q TFOMA P 903 iTV USBJ を選択して、 
r を更と削除 J をクリックする 

4 roKj をクリックする 

5 [はい J をクリックして Windows ® を再起 
動する 

じ(上でアンインス I -ールは終了です。 

•「しル^え」をク U ックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 

• rP 903 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス!ルす 
るとさに、途中でパソコンから FOMA US 目接続ケーブルを抜 
いてしまったり、「キャンセル」ボタンをク U ックしてインス 
I ルを中止してしまった場合は、 「 P 903 iTV 通信設定ファ 
イル」（ドライバ）び正常にインストールされない場合びあり 
ます。このような場合は、 「FOMA P 日 03 iTV 用 CD - ROM 」 内 
の ruSB Driver 」— fUninstJ を開き 「 p 903 tvun . exe 」 

を実行して 「 P 903 tV 通信設定ファイル」（ドライバ）を一 
度削除してから、再度インス I -ールし直してください。 
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< ダイヤルアツプ通信ヴービス> 


己 luet 00 か 1 通信を準備する 

Bluetooth 対応パソ〕ンと FOMA 端末をワイヤレス 
接続して、データ通信を行います。 


n 初めてパソコンと接続する 

初めて FOMA 端末に接続するパソコンの場合、パソ 
コンを FOMA 端末に登録します。 

1 レこ卜) ► 居 ► Bluetooth 
. ダイヤルアップ登録待機 

2 端末暗証番号を入力 

•解除する場合は待機中にに！（臣 19) を巧します。また、 
待機中に己分間接続びなかった場合は自動的に解除されま 
す。 

•接続待機中は「◎(青色)」び点灯します。 

3 パソコンか SBIuetooth デバイスの検索と 
機巧登録をする 

• FOMA 端末び接続待機中に、パソコンで機器登録を行って 
<ださい。 

•パソコンの操作ち法の詳細は、ご使用になるパソコンの取 
扱説明書をお読み < ださい。 

(ご覧になる取扱説明書によっては、「検索」の代わりに 
「探索」または「サーチ」、 r 機器登録」の代わりに「ペア 
1」ング」と表記されています。） 

4 接続要求の画面が表示をれた 5 [YESJ を 
選択 



5 Bluetooth パスキーのテキストボックスを 
選択 ► Bluetooth パスキーを入力 ►お 定 

• Bluetooth ノ スキーは半角英数字で1〜1日巧入力できま 
す。 

• FOMA 端末とノ r ノコンに同一の巨 luetooth ノ キーを入力 
して < ださい。 

5 パソコンが機器営録をれワイヤレス接続が 
開始をれます 

接続び完了すると、「@(青色)」び点滅します。 


•ダイヤルアップ登録待機中はへッドセットサービスまたは八ン 
ズフ U —サービスの接続待機はできません。 

•パソコンに FOMA 端末を登録する際、パソコンび複数の機器を 
検索した場合は、機器名称で FOMA 端末を判別してください。 
パソコンび同一名称の機器を複数検索した場合は、機器アドレ 
スで判別して < ださい。 

•ダイヤルアップ登録待機中は、周囲のすべての Bluetooth 機器 
から検索されますび、ダイヤルアップ通信サービスな外のヴー 
ビスは接続でさません。 


■登録済みのパソコンと接続するには 

登録済みのパソコンから FOMA 端末に接続する場合、 r 接続待 
機」で「ダイヤルアップ」を接続待機に設定しておけば、パソ 
コンから接続操作を行うと FOMA 端末に接続できます。 
r ダイヤルアップ登録待機」中でを接続でさます。 


□モデムの確認をする 

通信の設定を巧ラ前にご使用になるモデムのモデム名 
やダイヤルアップ接続用に設定された COM ポート番 
号を確認しておきます。 

1 < Windows ® XP ①場合 > 

I r スター hj ► r コントロールパネル J を開く 
► r パフオーマンスとメンテナンス J 

► r システム J を開< 

< Windows ® 2000 Professional ①場合> 

r スタート J ► r 設定 J ► r コント□ールパ 
ネル J を開 <► r システム J を開< 

9 r 八ードウエア J タブをクリック 

► r デバイスマネージャ J をクリックする 

3 るデバイスをクリックして、モデムちまた 
は COM ポート番号をお認する 

「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」の下にモデム名または 
COM ポート番号び表示されています。 


「FOMA PC 設定ソフト」を使って接続先の設定をするには 
P .9 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに接続先の設定をするには 
P .20、 P .30 参照。 


Q ダイヤルアップ通信ヴービスを停止する 

接続中のダイヤルアップ通信サービスを停止します。 

1 IsH 烏 ] ►Bluetooth ►登録 機器 リスト 

2 接続 中の Bluetooth 機器を選択 
3 ダイヤルアップ ►YES 

ダイヤルアツプ通信サービスび停止します。 
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FOMA PC 設定ソフトについて 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です 。 「FOMA PC 設定ソフト」を使う 
と、簡単な操作でむ下の設定がでさます 。 「FOMA 
PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信や 64 K 
データ通信を設定することちできます。 （ P .20、 
P .30 参照） 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤル 
アップの作成」や rW - TCP の設定」などをかんたんに行いま 
す。 

■州- TCP の設定 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。 

通信性能を最大限にミ舌用するには、 W - TCP 設定による通信設定 
の最適化び必要になります。 

■接続巧 ( APN ) の設定 

パケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、日 4 K データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access 
Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 
( cid ) を接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid ※の1番には mopera の接続先 （ APN ) 
rnrrape 「 a . ne 」' p 」6';、 cid ※の3番には mopera U の接続先 
( APN )「 mopera . net 」 び登録されていますび、その他のプ〇 
バイダや企業内 LAN に接続する場合は接続先 （ APN ) の設定び 
必要になります。 

《に ontext Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 


•旧 「 W - TCP 設定ソフト」、旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」 
または、本 「FOMA PC 設定ソフト」（バージョン 3.0.1) よ 
りじ(前のバージョンをインストールされている場合は、あらか 
じめそれらのソフトをアンインス I ルしてください。 


FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


STEP 1 ソフトのインストール 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス! — ルしま 
す。 

インス I ルち法については P . 日参照。 

本 「FOMA PC 設定ソフト」（バージョン 3.0.1) よりじ(前の 
バージョンびインス!ルされている場合は、本 「FOMA 
PC 設定ソフト」をインス!ルでさませんので、あらかじ 
めアンインス!ルしてください。旧 rW - TCP 設定ソフト」 
および、旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」びインス!ル 
されているという画面び出た場合は P . 11参照。 


STEP 2 設定前の準備 


各種設定前の準備をします。 

を種設定の前に FOMA 端末にパソコンび接続され、正しく認 
識されていることを確認してください 。 FOMA US 巨接続 
ケーブル（別売）の取り付けち法ついては P .3 参照。 

Blue 扣 oth の接続ち法については P .7 参照。 

FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、各種 
設定および通信を行えません。 FOMA 端末びパソコンに正し 
く認識されているか確認するには P . 日参照。 
n ="903 iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス!ル 
ち法については P .4 〜 P .6 参照。 


り 

' STEP 3 各種設定作業 


ご利用の通信に対応した設定をします。 

かんたん設定からパケット通信を設定する 
「 mopera 山または 「 mopera 」 を 
接続先として利用する場合 . 

... P .12 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 从外の 
プ□バイダを利用する場合 . 

... P .13 

かんたん設定から641<データ通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopem 」 を 
接続先として利用する場合 . 

... P .14 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 从外の 
プ□バイダを利用する場合 . 

' ' . P ' l 已 

| W - TCP 設定でパケット通信性能を最適化するには P .1 8参照。 1 

1 接続先 ( APN ) を設定するには P .1 日参照。 

—1 
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FOMA PC 設定ソフトをインストー 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使うと、簡単な操作で夕‘ 
イヤルアップ、 W - TCP や接続巧 （ APN ) の設定がで 
さます。 

• 必ず Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 


1 FOMA PC 設定ソフトをインス I ル 
J 村 

ここでは Windows ® XP にインストールするとき① 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

1 付属の [FOMA P 903 iTV 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセットする 

つ 「FOMA PC 設定ソフト」をインストールするには 

^ r データリンクソフト-る種設定ソフト J を 
ク IJ ツクする 


n FOMA PC 設定ソフトインストール時 
の注意 


FOMA 端末びパソコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス I -ールする前に、 
パソコンのデバイス上に 「 P 903 iTV 通信設定フアイ 
ル」（ドライバ）が正しく登録されている必要があり 
ます。 （ P .6 参照） 


■ FOMA 端末をはじめてパソコンに接続すると 

下のようなウイヴードび開始されます。 

FOMA データ通信を利用するには、ご利用のパソコン側に、 
FOMA 端末び「通信デバイス」として登録されている必要びあ 
ります。 

rP9C)3iTV 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス!ルにつ 
いては P .4 〜 P . 目参照。 



メニューび動作する推奨環境は Microsoft ® Internet 
Explorer 日.0政降です。お使いのノ':ソコンび推奨環境を満た 
さないときや、 CD - ROM をセットしてもメニューび表示さ 
れない場合は次の手順で操作してください。 

マイコンピュータなどで CD - ROM を参照して、 
「 FOMA _ PCSET 」 フォルダ内にある rsetup . exe 」 をダブ 
ルク U ックしてください。 

•「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ル中にこの画面び 
表示された場合は画面を閉じてください。 
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FFOMA PC 設定ソフト J の r インストー 
ル J をクリックする 



r 巧へ J をクリックする 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムび 
ないことをご確認ください。ご使用中のプログラムびあった 
場合は、「キャンセル」をク U ックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保存終了させたあとインストールを再開してくださ 
い。 

• r 旧 W-TCP 設定ソフト」、「旧 FOMA データ通信設定ソフ 
卜」および n 日 FOMA PC 設定ソフト」びインス!ルさ 
れているといラ画面び出た場合は P .1 1参照。 

内容をごお認の上、契約内容にご同意いた 
だける場合は、 r はい J をクリックする 


0 セットアップタイプを選択する 

セットアップ後、タスクトレイに rw-TCP 設定」を常駐さ 
せるかどラか選択でさます。 rw - TCP 設定」びタスクトレ 
イにあれば、 rw-TCP 通信」の設定-解除び簡単に操作で 
きます。通常は「タスクトレイに常駐する」にチェックを付 
けたまま、「次へ」をク U ックしてインス!ルを続けてく 
ださい。 

•「タスクトレイに常駐する」のチェックを外して設定した 
場合でも 「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」一 
rw - TCP 設定をタスクトレイに常駐させる」を選択するこ 
とにより設定変更可能です。 



囚 IMEEEUll 


デスクトップのち下（通常）のタスク 
トレイに表示されます。 


ぷ I も) 1日加 


7 インストール巧をお認して、 r 巧へ J をク 
IJ ックする 

変更する場合は、「参照」をク U ックして、任意のインス 
トール先を指定して「次へ」をク U ックしてください。 
(異なったドライブにをインス I ルできますび、八ード 
ディスクスペースなどの問題びなければそのままお進みくだ 
さい。） 



Q プログラムフォルダのフォルダちをお認し 
て、 r 次へ J をクリックする 

変更する場合は、新規フォルダ名を入力して、「次へ」をク 
1」ックしてください。 



g r 完了 J をクリックずる 

セットアップび完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操 
作画面び起動します。 
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■「FOMA PC 設定ソフト」インス! — ル時の画面表示 

旧 rW - TCP 設定ソフト」がインス! — ルされている場合 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から旧バージョンの 
rw-TCP 設定ソフト」をアンインス I ルしてください。 

旧 ITOMA データ通信設定ソフト」がインストールされている場合 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から旧バージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインストールしてください。 

本 「FOMA PC 設定ソフト」（パ’ージョン 3.0.1) より L ソ前の 
パージョンがインス I ルされている場合 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から旧バージョンの 「FOMA 
PC 設定ソフト」をアンインス!ルしてください。 

インストール途中で「キャンセル」を巧した場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面び表示されます。インス!-ールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
U ックし、「完了」をク U ックしてください。 


■「FOMA PC 設定ソフト」のパ’ージョン情報の確認について 



「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」一 r バージョン情報」 
を選択します。 

「FOMA PG 設定ソフト」のバージョン情報び表示されます。 



パケット通信や 64 K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定でさる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」があります。 

設定の前に FOMA 端末がパソコンに接続されている 
かご確認ください。 

1 r スタート J ► r ずべてのプ□グラム J 

► [FOMA PC 設定ソフト J 

► rFOMA PC 設定ソフト J を開く 

〈 Windows ® 2000 Professional の場合> 

「スタート」一「プログラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

一 「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続ち法」および 
「接続プ□バイダの情報」に従い、表示される設問に対する 
選択-入力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアッ 
プを作成でさます。 

-「かんたん設定」からパケット通信を設定する場合は P . 12 
参照。 

-「かんたん設定」から日 4 K データ通信を設定する場合は 
P . 14参照。 

- rW - TGP 設定」を設定する場合は P . 18参照。 

-「接続先 （ APN ) 設定」をする場合は P .1 日参照。 
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n 通信ポート指定について _ 

1 [FOMA PC 設定ソフト J の r メニュ ー J 
► r 通信設定 J を選択する 

-自動設定（推奨） 

自動的に接続されている FOMA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選びください。 

• COM ポート指定 

COM ポート番号を指定したい場合に、ご利用の FOMA 端 
末び接続されている COM ポートま号 （ COM 1〜9日）を 
指定します。 

• Bluetooth でワイヤレス接続する場合に、自動設定で接続 
でさなかったとさは COM ポート番号を指定して < ださい。 



I COM ポート番号の確認ち法については P .2 □参照。 


2 roKj をクリックする 

設定び適用されます。 


n かんたん設定か6パケット通信を選択 
する 


fmopera UJ または fmoperaj を接続巧 
として利用する場合 


パケット通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。慢信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「 moperaU 」 
/ fmoperaj をご利用いただけます。 

1 r かんたん設定 J をク IJ ツクする 



9 r パケット通信 J を選択して、 r 巧へ J をク 
IJ ツクする 


「バケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 


3 r『m 叩 era U 』 への 接続 J または 

r『m 叩 era 』 への接続 J を選択して、 r な 


へ J をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 m 叩 era 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 じ(夕のプ□バイダをご 
利用の場合は P . 13参照。 


4 roKj をクリックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

5 接続名を入力して、 r 次へ J をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさます。わかり 

やすい名前を「接続名」欄にご入力 < ださい。 

•半角の「¥」「/」「:」「*」「?」 ru レ」レ」「1」「’」は入力 
でさません。 

•目 lue 扣 oth でワイヤレス接続する場合は、「モデム名」び 
ご使用の巨 luetooth U ンク経由標準モデムまたは 
目 luetooth 機器メーカび提供している Bluetooth モデムの 
名前になります。 

•本端末は PPP 接続のみに対応しておりますので、接続ち 
式は 「 PPP 接続」を選択してください。 

•ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行ラかどラかを選択 
してください 。 「mopera U 」 および 「 m 叩 era 」 に接続 
する場合は発信ち番号び必要です。 



0 r 次へ J をクリックする 

接続先び 「mopera U 」 または fmoperaj の場合は、ユ ー 
ヴー名-パスワードについては空欄でを接続でさます。 
•ユーヴーの選択は任意に行ってください。 

7 r 最適化を巧5 J にチェックを付け、 r 巧へ J 
をク IJ ックする 

•すでに最適化されている場合、最適化を行ラための確認画 
面は表示されません。 

8 設定情報のお認をして、 r 完了 J をクリック 
する 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカッ 卜び作成されます。 

g roKj をクリックする 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信できます。 （ P .1 日参照） 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要びあります。 
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fmopera UJ または 「 mopera 」 外の 
プ□バイダを接続巧として利用する場合 


パケツト通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。慢信最大 384 kbps 、 送信最大巨 4 kbps ) 
fmoperaj 外のプ□バイダを利用する場 S ホ、別 
途契約申し込みなどが必要となる場合があります。 

1 r かんたん設定 J をク IJ ツクする 



9 r パケット通信 J を選がして、 r 巧へ J をク 
IJ ックする 

「バケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 


r ち続巧 （ APN ) 設定 J をクリックする 

お買い上げ時、番号 （ cid ) 1には rmopera . ne . j ' p 」 び、番 
号（加）3には rmopera . net 」 び設定されています。「追 
加」をク U ックして、「接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
FOMA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、 「0 K 」 をク U ックします。 
r パケット通信設定」の画面に戻ります。新たに設定した接 
続先 （ APN ) を選択して、よろしければ 「 OK 」 をク U ック 
して < ださい。 

•本端末は PPP 接続のみに対応しておりますので、接続ち 
式は 「 PPP 接続」を選択してください。 

プ□バイダの接続先 （ APN )、 対応する接続ち式について 
は、をプ□バイダにお問い合わせください。 



技続ホ (APN): I J 

巧号 ( cid ): P 


3 r その他 J を選択して、 r 巧へ J をクリック 
する 

「その他」にチェックび付いていることを確認して、「次へ」 
をク U ックして<ださい。 

4 roKj をクリックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 


掉镜ホが (? PPP 操窝广 IP 招病 

I 0 K I キゎセル I 


7 r 詳細情報の設定 J をクリックする 

「 IP アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報ををとに、 
各種アドレスを設定して roK 」 をク U ックします。 


接続名を入力する 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさます。わかり 

やすい名前を「接続名」欄にご入力<ださい。 

•半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「!」レ」レ」「1」「’」は入力 
でさません。 

• r 接続先 （ APN ) の選択」欄には標準で rmopera . ne.jp 
( PPP 接続)」び設定されていますび、 r 接続先 （ APN ) 設 
定」画面に進んで<ださい。 

• Bluetooth でワイヤレス接続する場合は、「モデム名」び 
ご使用の Bluetooth U ンク経由標準モデムまたは 
Bluetooth 機器メーカび提供している目 luetooth モデムの 
名前になります。 

•ダイヤルアツプ時に発信者番号通知を行ラかどラかを選択 
します。発信者番号通知の設定については、ご利用になる 
プ□バイダの指示情報に従ってください。 



8 r 巧へ J をクリックする 

0 ユーザーち•パスワードを設定して、[巧 
へ J をクリックする 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットサービス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字-ル文字など 
にを意し、正確に入力してください。 

•ユーヴーの選択は任意に行ってください。 
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1 nr 最適化を巧 5j にチェックを付け、 r 次へ J 
をク IJ ックする 

•すでに最適化されている場合、最適化を行ラための確認画 
面は表示されません。 

11 設定情報のお認をして、 r 完了 J をクリック 
する 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカッ 卜び作成されます。 

12roKj をク IJ ックする 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信できます。 （ P .1 目参照） 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要びあります。 


かんたん設定か6巨 4K データ通信を選 
択する 


fmopera UJ または fmoperaj を接続巧 
として利用する場合 


巨 4 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス rm 叩 era U 」 
/ fmoperaj をご利用いただけます。 

1 r かんたん設定 J をク IJ ツクする 



9 r 64 K データ通信 J を選択して、 r 巧へ J を 
ク IJ ックする 

「己 41 < データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 

Q r『m 叩 era U 』 への接続 J または 

r『m 叩 era 』 への接続 J を選択して、 r 次 



へ J をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 

• fmopera UJ または 「 mopera 」 从外のプ□バイダをご 
利用の場合は P .1 已参照。 


4 接続ちを入力して、 r 次へ J をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力 < ださい。 

また、「モデムの選択」欄で 、 FOMA P 903 tv び表示され 
ていることをご確認ください。 

•半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「!」レ」レ」「1」「’」は入力 
でさません。 

•目 luetooth でワイヤレス接続する場合は、「モデムの選択」 
で、ご使用の目 luetooth U ンク経由標準モデムまたは 



目 luetooth 機器メーカび提供している目 luetooth モデムの 
名前を選択して < ださい。 

I ダイヤルアツプ時に発信者番号通知を行ラかどラかを選択 
してください 。 「mopera U 」 および rm 叩 era 」 に接続 
する場合は発信ち番号び必要です。 


5 [次へ J をクリックする 

接続先び 「mopera U 」 または fmoperaj の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄でを接続でさます。 
•ユーヴーの選択は任意に行ってください。 

5 設定情報のお認をして、 r 完了 J をクリック 
する 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカットび作成されます。 

7 roKj をクリックする 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信できます。 （ P .1 目参照） 
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fmopera UJ または 「 mopera 」 外の 
プ□バイダを接続巧として利用する場合 


巨 4 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
fmoperaj 外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場合があります。 


5 r 詳細情報の設定 J をクリックする 

「 IP アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報ををとに、 
各種アドレスを設定して 「0 K 」 をク U ックします。 

0 r 次へ J をクリックする 


1 r かんたん設定 J をク IJ ツクする 



2 r 巨 4 K データ通信 J を選択して、 r 巧へ J を 
ク IJ ックする 

「64 K データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 

3 r その他 J を選択して、 r 巧へ J をクリック 
する 

「その他」にチェックび付いていることを確認して、「次へ」 
をク U ックして<ださい。 

4 ダイヤルアップ情報を入力する 

fmopera UJ または 「 mopera 」 な外の ISDN 同期目 4 K 巧 
応プ□バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 
①接続名の入力（任意） 

③モデムの選択 （FOMA P 日 03 iTV ) 

③ プ□バイダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

④ ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行ラかどラかを選択 
します。 

プ□バイダ情報を元に正しく入力してください。 

•発信ち番号通知の設定については、ご利用になるプ□バイ 
ダの指示情報に従って<ださい。 

•「接続名」欄に半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「!」レ」レ」 
「 I 」「"」は入力でさません。 

•目 luetooth でワイヤレス接続する場合は、「モデムの選択」 
で、ご使用の目 luetooth U ンク経由標準モデムまたは 
目 luetooth 機器メーカび提供している目 luetooth モデムの 
名前を選択して < ださい。 



7 ユーザーち•パスワードを設定して、[巧 
へ J をクリックする 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットサービス 
プ□バイダから提供されたを種情報を、大文字-ル文字など 
にま意し、正確に入力してください。 

•ユーヴーの選択は任意に行ってください。 


[■•ほ巧巧能ユ—ザーの巧巧- 

この巧滝を利用できるユーザーを!旨ミしてください 
C すべてのユーザ H 
r 白みのみ 

-ユーザーを•バスワード設定- 

アカウントをも'巧ちのでは入力して下な、。 

化持ちで•ない巧合は入力す要です。） 

ュ-ザ-を： I 
バスワード： I 

R 似ワードを f 呆的る 


<戻る(巨）」汝への)> j _キャンセル」 


Q 設定情報のお認をして、 r 完了 J をクリック 
する 


設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカッ 卜び作成されます。 

g roKj をクリックする 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でさます。 （ P .1 日参照） 
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設定した通信を実巧する 

ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 の手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 

1 デスクトップのダイヤルアップの 
ショー トカットアイコンをダブル 
ク IJ ックする 

通信設定で作成された FOMA 接続のショートカットアイコンを 
開< と、通信接続を開始するための接続画面び表示されます。 
•ショートカツトアイコンびない場合はの操作でアイコ 
ンを表示します。 



〈 Windows ® XP の場合> 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」 

-「通信」^「ネットワーク接続」 

〈 Windows ® 2000 Professional の場合> 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「通信」 
一「ネットワークとダイヤルアップ接続」 

9 ユーザーち、パスワードを入力し、[■ダイヤ 
ル J をクリックする 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合はユーヴー名、 

パスワードについては空欄でを接続でさます。 

• r 次のユーヴーび接続するとさ使用するために、このユー 
ヴー名とパスワードを保存する」にチェックを付けると、 
このユーヴーをしくはすべてのユーヴーは次回から入力す 
る必要びなくなります。 



3 タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
して、接続をれたことを巧認する 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
テメールなどを利用でさます。 




• ダイヤルアツプ設定を行った F0 M A 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度、 
通信設定ファイル（ドライバ）のインストールび必要になるこ 
とびあります。 

• 通信中は FOMA 端末の消費電力び大さくなります。 

•パケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

|1 -nf 。 を 1 

「マ」（通信中、データ送信中） 

「&」（通信中、データ受信中） 

ホ」（通信中、データ送受信なし） 

（発信中、または切断中） 

ホ」（着信中、または切断中） 

•日 4K データ通信中は、 FOMA 端末に 「 fr 」 び表示されます。 

|| a TE ~~ n 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
する 



2 r 切断 J をクリックずる 


•ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断して < ださい。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 
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FOMA PC 設定ソフトをアンインス 
トールする 

□アンインストールを実行する前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインス!ルする前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があ 
ります。 


□アン インス I ルをする 

ここでは Windows ® XP でアンインス I ルすると 
きの画面を掲載しています。お使いのパソコンにより 
画面の表示が異なります。 

• 必ず Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってぐださい。 

1 r スター hj ► r コント□—ルパネル J 
► r プ□グラムの追加と削除 J を開< 


起動中のプ□グラムを終了する 


• rw-TCP 設定ソフト」を終了しま 
す。 

ウインドウち下タスクトレイの 
rw-TCP 設定ソフト」をちクリツ 
クして、「終了」を選択します。 





〈 Windows ® 2000 Professional の場合> 

「スタート」一「設定」一「コントロールパネル」一「アプ 
U ケーシヨンの追加と削除」 

2 FNTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J 
を選択して、 r 削除 J をクリックする 


I 左クリック 


W-TCP 設定 … 


巧なさせない 


も1。邮 


•「FOMA PC 設定ソフト」を終了します。 

「FOMA P 仁設定ソフト」ち下にある「終了」をクリック 
します。 

•「FOMA P 仁設定ソフト」や rw - TCP 設定ソフト」び起動 
中にアンインス!-ールを実行しようとすると、下のような 
画面び表示されます。アンインス!-ールプ□グラムを中断 
し、それぞれのプ□グラムを終了させてください。 




を 

を！!縣 




3 削除するプログラムちをお認して、 r はい J 
をク IJ ックする 

アンインス I -ールび実行されプ□グラムび削除されます。 

4 [完了 J をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ルび終了します。 


■rw-TCP 最適化」を解除するには 

W - TCP び最適化されている場合は、下の画面び出ます。通常は 
「はしりをク U ックして、最適化を解除してください。 


居遍化の K 除 


現な、 FOMA バケツト巧(こを測ヒされています。 

アシインスト'-ルを実けする肺こ最適化を接隨しますか？ 

既漢®赞迎鬟城黛の 離瞧要で ホ 



設定を有効にするために、「はい、令すぐコンピュータを再起動 
します。」を選択して、「完了」をク U ックしてください。 
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最測ヒ 
が最適化 
最測 t 
がを通化 
がを迹化 


FOMA 

ドコモワールド 
をな巧 
白ま巧 


FOMA P903iTV 
FOMA P903iTV 
FOMA P903iTV 
FOMA P903iTV 
FOMA P903iTV 


実行 J キトンセル I 

システム設定 J 糾 OMA バケット谢言厢こ設定したバソコン巧の設定を賠除します。 


ち巧化をを法ち 規な タイヤルアッづを モデムを 


a 


[fomaj { ケット猫言巧のダイヤルアッブぞ进巧してください。 


W-TCP 設定 

^W-TCP 設定ソフトの役割 

rW - TCP 設定ソフト」は FOMA ネットワークでパ 
ケット通信を行う勵こ、 TCP / IP の伝送能力を最適化 
するための 「TCP パラメータ 設定」ツールで ず。 
FOMA 端末の通信性能を最大限にミ舌用する前に、こ 
のソフトウェアによる通信設定の最適化が必要です。 
r かんたん設定」で「最適化を行う」にチェックを入 
れてダイヤルアップを作成した場合、ここでは最適化 
を行ラ必要はありません。 


立 最適化の設定と削除 


Windows ® XP の場合はダイヤルアップごとに最適 
化設定が可能です。 

1 く 「FOMA PC 設定ソフト」か5操作する場合> 

■ [FOMA PC 設定ソフト J を起動して、 
r マニュアル設定 J の rw - Tcp 設定 J を 
ク IJ ックする 

■マニュアル試ち- 


.-TCP 虽定 論證碟曼 r るちめ、バリコン向の 

巧篇先け PN 借ミ 盛!も碟!巧ぅ臟こ纖巧镜先け叫)の 

くタスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの rw-Tcp アイコン J を 
クリックして、プ□グラムを起動する 


芭リづ 


<システム設定が最適化されていない場合> 

r 最適化を巧5 J をクリックする 

「384 Kbps 」 を選択して最適化を行ってください。 

最適化するダイヤルアップを選択し、「実行」をク U ックす 
ると、システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化 
び実行されます。 

<システム設定が最適化されている場合> 

内容の変更などびある場合は設定を行ってください。 

く最適化を解除する場合> 

r システム設定 J ► r 最適化を解除する J を 
ク IJ ックする 

FOMA 端末!;<(外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 


Q roKj をクリックする 
4 r はい J をクリックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


く 「FOMA PC 設定ソフト」か5操作する場合> 

[FOMA PC 設定ソフト J を起動して、 
r マニュアル設定 J の rw-Tcp 設定 J を 
ク IJ ツクする 


J •: TCP^g るちめ、パリコン巧の 

巧篇先㈱設ち i 鶴!蜡鱗子う隙こ必要な巧顯刺の 


くタスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの rw-Tcp アイコン J をク 
リックして、プログラムを起動する 



9 <最適化されていない場合> 

^ r 最適化を巧5 J をクリックする 

r 384 KbpsJ を選択して最適化を行ってください。 

く最適化されている場合> 

r 最適化を解除する J をクリックする 

FOMA 端末ながでの通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 

Q roKj をクリックする 
4 r はい J をクリックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


W-TCP まち(タイヤルアウブ） 


がい孤 


Windows ® XP の場台 


Windows ® 2000 Professional の場合 


IMII 

mmmmm 


脚 

るるるるる 

回□囚囚 □ 
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パケット通信を行ラ場合の接続巧 ( APN ) ①設定を 
します。 

FOMA パケット通信の接続先には、巨 4 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじめ 
接続巧毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続巧名を登録し、その登録番 
号 （ cid ) を接続巧電話番号欄に指定して接続しま 
ず。 

cid に ontext Identifier ) とはパケット通信の接続 
先 （ APN ) を FOMA 端末に登録する番号のことで 
す。 （ P .22 参照） 

1 [FOMA PC 設定ソフト J を起動して、 
r マニュアル設定 J の r 接続巧 （ APN ) 設 


定 J をクリックする 



2 roKj をクリックする 

rOKJ をク U ックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの「フアイ 
ル」^ 「 FOMA 端末から設定を取得」からを読み込めます。 

3 接続巧 （ APN ) の設定をする 

• FOMA 端末び接続されていない場合、この画面は表示され 
ません。 



接続巧 （ APN ) の追加 • 編集-削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
して < ださい。 

-登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をク U ックします。 

•登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 ( APN ) を選択して「削除」をク U ックしてくだ 
さい。 

《 rcidl 」 と rcidSJ に登録されている接続先 （ APN ) 
は削除できません。 （ rcid 3」 を選択して「削除」をク 
U ックしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 

に戻ります。） 

ファイルへの保巧 

メニューの「ファイル」^「上書さ保存」/「名前を付けて 
保存」からの操作で、 FOMA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保存したりできます。 

ファイルからの読み这み 

メニューの「ファイル」一「開く」からの操作で、パソコン 
に保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 


FOMA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み这 
み 

メニューの「ファイル」一 「 FOMA 端末から設定を取得」 
からの操作で、接続先 ( APN ) 設定を FOMA 端末から読み 
込めます。 

FOMA 端末への接続巧 ( APN ) 情報の書き込み 

「 FOMA 端末へ設定を書き込む」をク U ックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書さ込めます。 
なお、 IP 接続に対応していない FOMA 端末に、 IP 情報は書 
さ込めません。 

ダイヤルアップ作成機能 

接続先 （ APN ) 設定画面上で追加-編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をク U ックする 
と、パケット通信ダイヤルアップび作成できます 。 FOMA 
端末に接続先 （ APN ) 情報の書さ込みびされていない場合 
は、 FOMA 端末設定書さ込み確認画面び表示されますので、 
「はい」をク U ックします。書き込み終了後、「パケット通信 
ダイヤルアップ作成画面」び表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント•パスワードの設定」 
をク U ックしてください 。 (mopera U または mopera の場 
合は空欄でを接続でさます。） 

ユーヴー名とパスワードを入力し、使用可能ユーザーの選択 
をして 「0 K 」 をク U ックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□バイダより、 IP およ 
び DNS 情報の設定び指示されている場合、「詳細情報の設 
定」をク U ックし、必要な情報を登録後、 「 OK 」 をクリッ 
クして < ださい。 

設定入力び完了したら、 「0 K 」 をク U ックしてください。 
ダイヤルアップび作成されます。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 を利用する場合は P . 12参 
照。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 从外のプ□バイダを利用 
する場合は P . 13参照。 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要びあります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 


19 































ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

U パケット通信の設定をする 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信 
の接続を設定する方法について説明します。 

パケット通信では、パソコンからさまざまな設定を行 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を行うため 
には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必 
要です。ここでは、 Windows ® 標準添付の 「 A イ 
パーターミナル」を使って説明します。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
または 「 mopera 」 をご利用になる場合は、接続巧 
( APN ) ①設定 （ P .21 参照）は不要です。 

発信者番号通知/非通知の設定 （ P .23 参照）は必要 
に応じて行います 。 （rmopera U 」 または 
fmoperaj をご利用の場合は、「通知」に設定する必 
要があります。） 

く AT コマンドによるパケット通信設定の流れ> 



Q COM ポート番号を確認する 

手動で通信設定を行う場合、 「 P 903 iTV 通信設定 
ファイル」（ドライバ）のインス!-ール後に組み込ま 
れた 「FOMA P 903 iTV 」 （モデム）に割り当てられ 
た COM ポート番号を指定する必要があります。確認 
方法はご利用になるパソコンの 0 S によって異なりま 
す。 

• ドコモのインターネット接続ヴービス rm 叩 era U 」 または 
rmopera 」 をご利用になる場合、接続巧 ( APN ) の設定が不要 
なため、モデムの確認をする必要はありません。 


Windows ® XP の場合 


1 r スタート_1 ► ロントロールパネル J を開く 

9 r コント□—ルパネル J の r プリンタとその 
他の八ードウエア J か5 r 電話とモデムの 
オプション J を開< 

3 r 所を地情 ffij の画面が表示をれた場合は、 
r 市か局番/エリアコード J を入力して、 


roKj をク IJ ックする 

4 r モデム J タブを開を、 [FOMA P903iTVJ 
の r 接続巧 J 欄の COM ポート番号を確認し 
て、 roKj をク U ックする 

• Blue 扣 oth でワイヤレス接続する場合は、ご使用の 
目 luetooth U ンク経由標準モデムまたは Bluetooth 機器 
メーカび提供している目 luetooth モデムの「接続先」欄の 
COM ポート番号を確認してください。 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .21 参照）で使用します。 

• プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 
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Windows ® 2000 Professional の場合 


1 r スター hj ► r 設定 j 

► r コント□ールパネル j を開< 

9 r コント□ールパネル J の r 電話とモデムの 
オプション J を開< 

3 r 所巧地情報 J の画面が表示をれた場合は、 
r 市か局番 J を入力して、 roKj をクリツ 
クする 

A r モデム J タブを開を、 [FOMA P903iTVJ 
の r 接続巧 J 欄の COM ポート番号をお詔し 
て、 roKj をク U ツクする 

•目 luetooth でワイヤレス接続する場合は、ご使用の 
Bluetooth U ンク経由標準モデムまたは Bluetooth 機器 
メーカび提供している目 luetooth モデムの「接続先」欄の 
COM ポート番号を確認してください。 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .21 参照）で使用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



Q 接続巧 （ APN ) の設定をする 

パケット通信を行ラ場合の接続先 （ APN ) を設定し 
ます。接続巧 ( APN ) は10個まで登録でき、1〜 

10 ① rcidj ( P .22 参照）という番号で管理されま 
す。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用になる場 
合は、接続巧 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) が 「 XXX . abc 」 で、 

FOMA USB 接続ケースレ（別売）を利用した場合を 
例として説明します。実際の APN はインターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .23 参照）での接続巧番号となります。 


Windows ® XP の例 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブルを 
接続する 

9 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

3 八イパーターミナルを起動する 

「スタート」一「すべてのプログラム」一「アクセヴ U 」 一 
「通信」一「八イパーター S ナル」を開さます。 

八イパーターミナル起動後に、「慨定の Telnet 』 プ□グラ 
ムにしますか？」と表示された場合、任意で設定します。設 
定内容につさましては、パソコンメーカおよびマイク□ソフ 
卜にご確認ください。 

• Windows ® 2000 Professional では、パソコンで 
「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「通信」 
一「八イパーター S ナル」を開さます。 

4 r 名前 J の欄に任意の名前を入力して、 
roKj をク IJ ックする 

ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 


巧ちの設を 


'1^ 巧しぃ巧爲 

をおを入力し、アイ]ンを遇んでください： 

をお(ゆ 
向 amplel 
アイエ/の： 

BS 尋急咳巷圆廣緩 


[ 0 K )[ キヤシセル I 
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接続方法を選がする 

く 「FOMA P 903 iTVJ の COM ポート番号を 
選択できる場合> 

r 接続ち法」で 「FOMA P 日 03 iTV 」 びインス!ルされた 
COM ポート番号を選択して rOK 」 をク U ックします。 

このあと手順日へ進んでください。 

•ここでは例として「 COM 3」を選択します。実斷こ「接 
続ち法」で遺択する 「FOMA P 日 03 iTV 」 の COM ポート 
番号については P .20 参照。 



C 0 M 8 

TCP/IP ( Win 如ホ) _ 

く 「FOMA P 903 iTVJ の COM ポート番号を 
選択できない場合> 

「キャンセル」をク U ックして「接続の設定」画面を閉じ、 
次の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」メニュ ー-► 「プ□パティ」を選択します。 

(2) 「 Sample のプ□パティ」画面の「接続の設定」タブの 
「接続ち法」の欄で 「FOMA P 日 03 iTV 」 を選択しま 
す。 

(3) 「国/地域ま号と市が局番を使ラ」のチェックをがしま 
す。 

(4) 「0 K 」 をク U ックします。 

このあと手順7へ進んでください。 



COM ポート番号のプ□パティが表示をれ 
るので、 roKj をクリックする 

•手順已で COM ポート番号を選択した場合に表示されます。 


7 接続巧 ( APN) を設定する 

AT + CGDCONT = cicl ,|’ PPp | V ’ APN |’ の形式で入力します。 
cid : 2をしくは4〜10までのラち任意の番号を入力しま 
す。 

※すでに cid び設定してある場合は、設定び上書さされます 
のでミ主意して< ださい。 

I ’ PPP " についてはそのまま I ’ PPP " と入力します。 

" APN " : APN を""で囲んで入力します。 

(例： cid の2番に XXX . abc という APN を設定する場合） 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," XXX . abc " 

入力後回を巧して、 0 K と表示されれば APN の設定は完了 
です。 

•現在の APN 設定を確認したい場合は、 

「 AT + CGDCONT ? 回」と入力します。 

APN 設定び一覧で表示されます。 


Sample - "ィ"-夕-ミナル 曰后!囚 


ファイルの漏実の表示の巧悟に）おさのヘルブ(が 

□な.，逐 8 む因卸 


flT - C 6 DC 0 NT =2, " PPP " ， " XW . abc "_ 


8 roKj と表おされることを巧認する 



r ファイル J メニュー ► r 八イパーターミ 
ナルのお了 J を選択して、八イパーターミ 
ナルをお了する 

•「現在、接続されています。切断してをよろしいですか？」 


と表示されたとさは、「はい」を選択してください。 
•「セツシヨン XXX を保存しますか？」と表示されますび、 
特に保存する必要はありません。 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要びあります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 
•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1 回」と入 
力して < ださい。 


■cid (登録番号）について 

FOMA 端末には cidl から cid 10までの登録番号びあり、お買い 
上げ時、 cidl には 「 mopera . ne . jp 」 び、 cicl 3 には 
rmopera . net 」 び接続先 （ APN ) として登録されています。 
「 mopera 山または fmoperaj な外に接続する場合は、 cid 2 
と cicl 4 〜10のいずれかにプ□バイダまたはネットワーク管理者 
より指示される接続先 （ APN ) を設定する必要びあります。 


お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 （ cid ) 

接続先 ( APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設定 

3 

mopera.net (mopera U ) 

4〜10 

未設定 


22 


巧:ページにつづ< 






































































■ cid に登録した接続巧 ( APN ) に接続するときの「電話番号」 
について 

「*99* * * く cid 番号>#」 

(例） cicl 2 に登録した接続先 （ APN ) に接続する場合 
*99* * *2# 


■接続巧 ( APN ) 設定のリセット/確認について 

接続先 （ APN ) 設定の U セット/確認を AT コマンドを使って行 
います。 

接続巧 ( APN ) 設定のリセット 

U セットを行った場合、 cicl = l の接続先 （ APN ) 設定び 
rmopera . ne.jpj (初期値）に、 cicl =3 の接続先 （ APN ) 設定び 
rm 叩 era . net 」 （初期値）に戻り、 cicl =2 と cid 4 〜10の設定は 
未登録となります。 

(入力ち法） 

AT + CGDCONT=H (すべての cid を U セットする場合） 
AT + CGDCONT = 徊か口（特定の cid のみ U セットする場合） 
接続巧 （ APN ) 設定の確認 
現在の設定内容を表示させます。 

(入力ち法） 

AT + CGDCONT ? 回 


^巧信ち番号の通知/巧通知を設定する 

パケット通信を行ラときに、通知/非通知設定（接続 
先にお客様の発信者番号を通知するかどラかの設定） 
を巧えます。発信者番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知する際には十分にごま意ください。発信者番 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行ラ 
前に AT コマンド （*DG 円 R コマンド） で設定できま 
す。 

1 r 八イパーターミナル J などの通信ソフトを 
起動する 

• r 八イノ 夕 一 S ナル」での操作ち法については P .2 1参 
照。 


• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合は、発信ち番号を「通知」に 
設定する必要びあります。 

•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1 回」と入 
力して < ださい。 


■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定 （ P .23 参照）でを、接続先 
の番号に18目（通知）/184 (非通知）を付けることびできま 
す。 

* DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方 
で18目（通知）/184 (非通知）の設定を行った場合、の 
ようになります。 

ダイヤルアップネッ 
トワークの設定 
(cid = 3 の場合） 

ホ DG 円 R 
コマンドに 
よる通知/ 
非通知設定 

発信者番号の通知/非通知 

ホ99ホホホ3# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

] 84ホ99ホホ东3# 

設定なし 

非通知 

(ダイヤルアップネットワ 
ークの184び優先される） 

非通知 

通知 

] 86ホ99东ホ东3# 

設定なし 

通知 

(ダイヤルアップネットワ 
ークの186び優先される） 

非通知 

通知 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 に接続する場合は、発信ち 
ま号の通知び必要です。 


1 Windows ® XP でダイヤルアップ 
ネツトワークの設定をする 


9 *DGPIR コマンド （P.33 参照）で発信を 
番号の通知/巧通知を設定する 

•発信/着信応答のとさに自動的に184 (非通知）を付け 
る場合は、 

AT * DG 円 R =1 回と入力します。 

•発信/着信応答のときに自動的に186 (通知）を付ける 
場合は、 

AT * DG 円 R =2 回と入力します。 



1 r スタート J ► r ずべてのプ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 
► r 新しい接続ウィザード J を開く 

9 r 新しい接続ウィザード J の画面が表示をれ 
た5、 r 次へ J をクリックする 



3 r インターネットに接続する J を選択して、 
r 巧へ J をクリックする 

4 r 接続を手動でセットアップする J を選択し 
て、 r 次へ J をクリックする 
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r ダイヤルアップモデムを使用して接続す 
る J を選択して、 r 巧へ J をクリックする 

r デバイスの選択 J 画面が表示をれた場合 
は、 [FOMA P 903 iTVJ のみチェックを 
付けて r 次へ J をクリックする 

• Bluetooth でワイヤレス接続する場却んご使用の 

目 lue 扣 oth U ンク経由標準モデムまたは目 lue 扣 oth 機器 
メーカび提供している巨 luetooth モデムのみチェックを付 
けて < ださい。 

• r デバイスの選択」画面は、複数のモデムび存在するとさ 
のみ表示されます。 



nsp 名 J の欄に任意の名前を入力して、 
r 巧へ J をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



r 電話番号 J の欄に接続巧番号を入力して、 
r 次へ J をクリックする 

• mope 旧 U に接続する場合、接続先き号には「 * 日日** 
*3#」を入力します。 

mopera Ul ；! 外の接続先番号については P .22 参照。 
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9 r ユー ザーち J、r パスワード J、r パスワード 
のお認入力 J の欄にインターネットサービ 
スプ□バイダまたはネットワーク管理者か 
5指定をれたユーザーちとパスワードを入 
力して、 r 次へ J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とノ なワー ドは空欄でを接続でさます。 



1 Qr 完了 J をク IJ ックする 

11 r スター hj ► r ずべてのプ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 
► r ネットワーク接続 J を開く 

19 ダイヤルアップのアイコンを選択して、 
r ネットワークタスク J ► r この接続の設定 
ををちする J を選択する 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをク U ックしま 
す。 
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^QoS "ケットスケジュ-ラ 
I Microsoft ネットワ-ウ用ファイルとプリンタ其ち 
I Microsoft ネ》トワ-ク巧クライアント 


[ OK ] Iキャンむレ 


[_ インストール(が... ) し アンイシストールの） 1I ブ□バテイ牲 


識！操お觸臟鱗難 

コルです0 


この巧続は汝の巧目をほ巧しますり)： 


呼 U 化すタイヤルアップサーバーの巧類松 


I II オプシ3シ I セキュリティ r ネリトワ—ウ 1 置 


13[ を般 J タブで設定をお認する 

パソコンに2台於上のモデムび接続されている場合は、「接 
続ち効の欄で r モデム - FOMA P 903 iTVJ または「モ 
デムーご使用の Bluetooth U ンク経由標準モデムまたは 
目 luetooth 機器メーカび提供している目 lue 扣 oth モデムの 
名前」にチェックび付いているのを確認します。チェックび 
付いていない場合には、チェックを付けます。また、複数の 
モデムにチェックびがいている場合は、を I ボタンをクリッ 
クして「モデムー FOMA P 903 iTV 」 または「モデムーご 
使用の巨 luetooth U ンク経由標準モデムまたは巨 luetooth 
機器メーカび提供している目 lue 扣 oth モデムの名前」の優 
先順位を一番上にするか、「モデムー FOMA P 903 iTV 」 ま 
たは「モデムーご使用の目 luetoothU ンク経由標準モデム 
または目 lue 扣 oth 機器メーカび提供している目 luetooth モ 
デムの名前」じ(外のモデムのチェックをがしてください。 
「ダイヤル情報を使う」にチェックされている場合には 
チェックをがします。 

•「FOMA P 日 03 iTV 」 または「ご使用の Bluetooth U ンク 
経由標準モデムまたは目 luetooth 機器メーカび提供してい 
る Bluetooth モデム」に割り当てられる COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*日9** 
*3#」を入力します。 

mopera U ながの接続先番号については P .22 参照。 


を肢 T オプションセキュリティIけ、ットワーウ1]_詳細設定] 


巧爲方まの：__ 

□ i モデム-精準56000 bps モデム （C0M1) 


Jj 

Jj 


囚すべてのデバイスで同 b 番号を0乎ひ’化す(じ r 巧ぶを)… 

巧まを号 
巿かち呑を） 


を註巧ち(巧： 


v| [巧 9 **巧* 


]([ その他(が J 


国當号/化がホを(を： 


□タイヤル惜報をほうを） 


囚巧綺马じ巧舶賊じアイコンをま示する地） 


巧イホル’店が(攻 I 


J Q キャンセル I 


1か ネット: 

設定を行 


ットワーク J タブをク IJ ックして、る種 
ラ 

「呼び出すダイヤルアップヴーノく一の種類」の欄は、 
f PP:Winclows 日己/日 8/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプ□トコル（ TCP / IP )」を選択します。 

「 QoS パケットスケジューラ」は設定変更びでさませんの 
で、そのままにしておいて<ださい。 

続いて「設定」をク U ックします。 

一般に P などに接続する場合の TCP / IP 設定は、侶 P または 
ネットワーク管理者に確認してください。 


15 ； 


ベてのチェックをかして、 roKj をク 
ツクする 


1 g 手順14の画面に戻 0、 roi 


KJ をクリック 


UUCP 瓶 i をほうち） 

□シフトウ I アじよる圧確を行う(ぶ 
□ 単ーリンクあ待むルてマルチリンクをネゴシエートする(凹） 

[ ~~ 0 K ] L キャンもし I 


•- SAMPLE のブ□パテイ 
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1 Windows ® 2000 Professional 
でダイヤルアップネットワークの設定 
I をする _ 

1 r スタート J ► r プ□グラム J 

► r アクセサリ J ► r 通信 J ► r ネット 
ワークとダイヤルアップ接続 J を開< 

9 r ネットワークとダイヤル 
アップ接続 J の中の r 新しい 
接続の作が J をダブルクリッ 
クする 

3 r 所巧地情報 J の画面が表示をれた場合は、 
r 市か局番 J を入力して、 roKj をクリツ 



骄。の 


クする 

• r 所在地情報」の画面は、手順2で「新しい接続の作成」 

を初めて起動したとさのみ表示されます。 

• 2 回目じ(降は、この画面は表示されず、「ネットワークの 
接続ウィヴード」の画面び表示されるので、手順引こ進ん 
で < ださい。 

4 r 電話とモデムのオプション J が表示をれた 
5、 rOKJ をク IJ ツクする 


5 r ネットワークの接続ウイザード J の画面び 
表示をれた6、 r 巧へ J をクリックする 



r インターネットにダイヤルアップ接続す 
る J を選択して、 r 次へ J をクリックする 


7 r インターネット接続を手動で設定するか、 
または□—カルエリアネットワーク 
(LAN) を使って接続します J を選択して、 
r 巧へ J をクリックする 

2 r 電話回線とモデムを使ってインターネット 
に接続します J を選択して、 r 巧へ J をク 
IJ ツクする 


0 r インターネットへの接続に使5モデムを選 
択する J の欄び [FOMA P903iTVJ に 
なつていることを確認して、 r 次へ J をク 
IJ ックする 

•選択されていない場合には 、 「FOMA P 903 iTV 」 を選択 
します。 

• Blue 扣 oth でワイヤレス接続する場合は、ご使用の 
目 luetooth U ンク経由標準モデムまたは目 luetooth 機器 
メーカび提供している巨 luetooth モデムを選択してくださ 
い。 

•お使いになるパソコンの動作環境によっては、下の画面は 
表示されません。その場合は、手順10へ進みます。 



1 Qr 電話番号 J の欄に接続巧番号を入力する 

• r 市が局番」の欄には何を入力しません。 

• r 市が局番とダイヤ J レ情報を使う」のチェックを外します。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*日日** 
*3#」を入力します。 

mopera U ながの接続先番号については P .22 参照。 



11^詳細設定 J をク IJ ックする 
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12[ 接続 J タブの中の設定を巧5 

r 接続の種類」、「ログオンの手続さ」について、インター 
ネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理ちから指 
定されたとおり設定します。 

設定を確認したら、「アドレス」タブをク U ックします。 

•「接続」タブでの設定内容については、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者へお問い合 
わせ < ださい。 



iqiP アドレスおよび DNS (ドメインネーム 
ヴービス）アドレスの設定を巧5 

riP アドレス」、 「 ISP による DNS (ドメイン ネームヴービ 
ス）アドレスの自動割り当て」について、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から指定され 
たとおり設定します。 

すべての入力び終わったら、 「0 K 」 をク U ックします。手 
順10の画面に戻るので、「次へ」をク U ックします。 

• IP アドレスおよび DNS アドレスの設定内容については、 
インターネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管 
理ちへお問い合わせ < ださい。 



14 r ユーザーち J 、 r パスワード J の欄にイン 
ターネットサービスプロバイダまたは管理 
ちか5指定をれたユーザーちとパスワード 
を入力して、 r 次へ J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でを接続でさます。この場合、「ユー 
ヴー名を空白のままにしておさますか？」という画面と 
r パスワードを空白のままにしておさますか？」といラ画 
面び表示されます。それぞれの画面で「はい」をクリック 
して手順1已へ進みます。 



15 r 接続ち J の欄に任意の名前を入力して、 
r 巧へ J をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



igr いいえ J を選択して、 r 次へ J をクリック 
する 

•インターネットメールの設定をする場合は、「はい」を選 
択します。 

•設定する場合の詳細については、インターネットサービス 
プ□パイダまたはネットワーク管理者へお問い合わせ < だ 
さい。 

17 続いて FTCP / IPJ の設定をする 

•下の画面び表示された場合は、「今すぐインターネットに 
接続するにはここを選び[完了]をク U ックしてくださ 
しりのチェックを外して、「完了」をク U ックします。 
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igr スター hj ► r プ□グラム j 

► r アクセサリ j ► r 通信 j ► r ネット 
ワークとダイヤルアップ接続 j を開< 

1 Q 手順1己で入力した接続巧名のアイコンを選 
択して、 r ファイル J メニュ ー ► r プ□パ 


テイ J を選択する 


J 乃イルの漏集の表示邮わ新こ入り姐ツ-ルの詳細設定峭ヘルプ(ぶ 

f 

J 巧続を） 

m なフォルタ馬お1 な E X が1 i 謂， 

巧00铅続 ( N ) … 

けルアップ持続 

z \ が 姑 

1 ] ビ-の巧脱良 

国黃た 

ぉしい拽統のトヵル凹ァ 細 田 口 


ショ-トカットの巧ぶを） 
削除(り） 

るおのを ミ (凶） 


巧 じるを） 



巧辨巧イサルァ。ブ巧続 

げ化.け 



r を船 J タブで設定をお認する 

•パソコンに2台!;!上のモデムび接続されている場合は、 
「接続のち法」の欄で r モデム - FOMA P 903 iTV 」 また 


は「モデムーご使用の巨 luetoothU ンク経由標準モデムま 
たは巨 luetooth 機器メーカび提供している目 lue 扣 oth モデ 
ムの名前」にチェックび付いているのを確認します。 
チェックび付いていない場合には、チェックを付けます。 
•「ダイヤル情報を使う」にチェックび付いていないことを 
確認します。チェックされている場合にはチェックを外し 


ます。 


•「FOMA P 903 iTV 」 または「ご使用の巨 lue 扣 oth U ンク 
経由標準モデムまたは Bluetooth 機器メーカび提供してい 
る团 ue 扣 oth モデム」に割り当てられる COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*日日** 
*3#」を入力します。 

mopera U 似外の接続先番号については P .22 参照。 



91 r ネットワーク J タブをクリックして、る種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップヴーノ く一の種類」の欄は、 
rPPPiWindows 日己/日 8/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 
のみをチェックします。 

続いて「設定」をク U ックします。 



99 すべてのチェックをかして roKj をク 

IJ ツクする 



09 手順21の画面に戻り、 roKj をクリック 
する 



ダイヤルアップ接続する 


ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 ①手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 

•パケット通信による接続を行うときには P.1 8 rW-TCP 設定」で 
通信性能を最適化することをおすすめします。最適化することで 
FOMA ネットワークでの高速通信を最大限に生かして利用できま 
す。最適化を行うには P.8「FOMA PC 設定ソフト」をインス 
トールして < ださい。 

•巨 4K データ通信を行う場合は、 rW-TCP 設定」で最適化をしな 
いで < ださい。 

1 r スタート J ► r ずべてのプ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 


► r ネットワーク接続 J を開く 
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2 接続巧を開 < 

「ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定した 
旧 P 名 （ P .24 参照）のダイヤルアップの接続先アイコンを 
選択して「ネットワークタスク」^「この接続を開始する」 
を選択するか、接続先のアイコンをダブルク U ックします。 



3 内容をお認して r ダイヤル J をクリックす 
る 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でを接続でさます。 

4 接続中のが態を示す画面が表示をれます 

この間にユーヴー名、パスワードの確認などの□グオン処理 
び行われます。 



5 接続完了でず 

接続び完了すると、タスクバーのインジケータから、下のよ 
ラなメッセージび数砂間表示されます。 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
テメールなどを利用でさます。 

•メッセージび表示されない場合は、接続先の設定を再度確 
認してください。 



• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルび必要にな 
ることびあります。 

• 通信中は FOMA 端末の消費電力び大さくなります。 

•パケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

P ~ ~ ¥] 

「マ」（通信中、データ送信中） 

「&」（通信中、データ受信中） 

「&■」（通信中、データ送受信なし） 

「を」（発信中、または切断中） 

「を」（着信中、または切断中） 

• 641<データ通信中は、 FOMA 端末に 「 fr 」 び表示されます。 

|1 m 1 ¢ ~~ 17 | 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
する 




2 r 切断 J をクリックする 


•ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断して < ださい。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 


ットワークに接続できないときは 


ネットワークに接続でさない（ダイヤルアップ接続が 
でさない）場合は、まずむ下の項目について確認して 
<ださい。 


こんなとをは 

こラします 

「FOMA 
P 903 iTV 」 び 
パソコン上で認 
識でさない 

-お使いのパソコンび動作環境 （ P .2 参照） 

を満たしているかを確認してください。 

- 「 P 903 tV 通信設定ファイル」（ドライバ） 

びインストールされているか確認してくだ 
さい。 

- FOMA 端末びパソコンに接続され、電源び 
入っているか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）びしっ 
かりと接続されているかを確認してくださ 
い。 

- Bluetooth びダイヤルアップヴービスで接 
続されているかを確認してください。 

相手先に接続で 
さない 

• ID (ユーヴー名）やパスワードの設定び正 
しいかどラか確認してください。 

- 「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように 
発信者番号の通知び必要な場合、電話番号 
に「184」を付加していないかどうかを確 
認してください。 

-モデムのプ□パテイで「フロー制御を使う」 
にチェックび付いていることを確認してく 
ださい。 

-上記の確認を行っても相手先に接続でさな 
い場合は、インターネットサービスプ□バ 
イダまたはネットワーク管理者に設定ち法 
などについてご相談ください。 
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インス!ルする前に 


〇目41<データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、巨 4 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 


ダイヤルアツプ接続と TCP / IP の設定 


巨 4 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP ① 
設定はパケット通信での設定 （ P .20 参照）と同じで 
す。 

む下の点にを意して操作してください。 

•巨 4 K データ通信では接続巧 ( APN ) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続巧にはインターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワークの管理者か5指定された接続巧の 
電話番号を入力してください 。 (mopera U に接続する場合は 
「*8701」、 mopera に接続する場合は「*9601」と電話番号 
欄に入力してください。） 

• r 発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」はお要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
が必要です。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


接続-切断のしかた 


パケット通信での操作と同じです。 P .1 巨、 P .28 の 
手順に従って操作してください。 


FirstPass PC ソフトを利用する 

FirstPass PC ソフトは、 FirstPass 対応の FOMA 
端末で取得したユーザ証明書を使ってパソコンの 
Web ブラウザから FirstPass 対応サイトにアクセス 
でさるよラにするちのです。 


1 円 rstPass PC ソフトインス I ル時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトはむ下の動作環境でご利用くだ 
さい。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 2000 

Professional 、 Windows ® XP 倍日本語版） 

必要メモ U 

Microsoft ® Windows ® 2000 

Professional : 32 M バイト 

Windows®XP : 128 M バイトな上※ 

八ードディスク容量 

10 M バイトな上の空さ容量※ 

ブラウザ 

Microsoft ® Internet Explorer 已.己な上 
Winclows ® XP の場合は 

Microsoft ® Internet Explorer 日.01^ソ上 


※必要メモ U および八ードディスクの空さ容量はシステム環境に 
よって異なることびあります。 


FirstPass PC ソフトをインス I — ルする前に CD - 
R 0 M 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フオルタ‘巧の 
rnrstPassManualJ ( PDF 形式）をご覧ください。 


1 FirstPass PC ソフトをインス I ル 

ここでは Windows ® XP にインス I ルするとき① 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

1 付属の [FOMA P 903 iTV 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセットする 

9 FirstPass PC ソフトをインス I -- ルするには 

r データリンクソフト • 各種設定ソフト J を 
ク IJ ツクする 


カイルのおちのま示な）も'巧に\り<かツールのヘルブお） か 

NTT DoCoMo CD-ROM 


^ エンターテイメント 

ム1デー^0)ンクソフト- 
户 ち種巧定ソフト 

り 滿产。 ■ 

^インターネット巧な 

FOMA ® 

P903iTV 

^■1 CD-ROM 

■ 


©2007 NTT DoCoMo, he All Rights Reserved 

坦 3 对工/む-を 
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FFirstPass PC ソフト J の[インス I 


ル J をクリックする 


引さ続さ、 r 簡易操作マニュアル」 （ PDF 形式）の手順に 
従ってインス!ルしてください。 



「インストール」をク U ックすると、下記のよラな警告画 
面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュ U ティの設定によって表示されますび、 
使用には問題ありません。 

*1 ■ファイルのダウン□-ドーセキュリティの警告」 
ウィンドウが表示された場合 

「実行」をク U ックしてください。 



•「Internet Explorer — セキュリティの警告」 
ウィンドウが表示された場合 

「実行する」をク U ックしてください。 



発行元を tt 置できませんでした。このリフトウエアを実行しますか？ 
るお： F irst Pass PCSetup.exe 
発行元：す巧ね発行を 


I 実巧する ( B)ir .美—巧て瓶■、(段 . —i 

巧聰搬1觀藏!1^11^^14|^?巧元のリ 



AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設 
定ゃ変更を行ラためのコマンド（命令）です。 

《AT コマンドー覧では、似下の略を使用していまず。 

[AT] : FOMA P 903 iTV Command Po けで使用できる 
コマンドでず。 

[M] : FOMA P 903 iTV (モデム）で使用できるコマンド 
でず。 

に F] : AT&F コマンドで設定が初期化されるコマンドで 
ず。 

[&W] : AT&W コマンドで設定が保をされるコマンドでず。 
ATZ コマンドで設定値を呼び戻せまず。 


I AT コマンドの入力が式 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード 
画面で行います。必ず半角英数字で入力してくださ 
い。 

* 入力例 

ATD * 99 * * * 1 # 闷 

に一 IJ ターンマーク 

-パラメータ 

-コマンド 

•AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号） 
を含めて、必ず1行で入力しまず。 

•ター S ナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（ター S ナ 
ル）のよラに動作させるモードのことです。キーボードから入 
力した文字び通信ポートに接続されている回線に送られます。 


1 オンライン データモー ドとオンライン 
J コマンド モー ドを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンライン 
コマンドモードに切り替えるには、1ソ下の2つの方法 
があります。 

•「+++」コマンドまたはに2」レジスタに設定し 
たコードを入力します。 

•「 AT & D 1」 に設定されているときに、 RS -232 C 《 
の ER 信号を OFF にします。 

•オンラインコマンドモードか5オンラインデータモードに切り替 
える場合は、 「 ATO 回」と入力します。 

《 US 目インタフエースにより、 RS -232 C の信号線びエミュレー 
卜されていますので、通信アプ U による RS -232 C の信号線制御 
び有効になります。 


■設定の保巧について 

AT + CGDCONT コマンドによる接続先 ( APN ) 設定、 
AT + CGEQMIN / AT + CGEQREQ コマンドによる QoS 設定、 

AT ネ DGAPL / AT ネ DGARL / AT 求 DGANSMZI マンドにぶる着 
信許可-拒否設定、 AT * DGP 旧コマンドによるパケット通信の 
番号通知-非通知の設定、および AT + CUR コマンドによる発番 
号通知制限の設定を除さ、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端 
末の電源 OFF • ON または外部機器の取り外し時に初期化されて 
しまいますのでごを意ください。なお、 [& W ] び付いているコマ 
ンドについては、設定後に 「 AT & W 回」と入力することにより 
設定を保存でさます。このとさ、 [& W ] び付いている他の設定値 
を同時に保存されます。これらの値は、電源 OFF - ON 後であつ 
てを、 「 ATZ 回」と入力することにより、設定値を復元できま 
す。 
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AT コマンドー覧 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキャ 


— 

A / 

0 K 

[ M ] 

1」ッジ U ターンは不要です。 




AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 


- 

AT%V 


表汀^します。 



Verl .00 

[ M ] 




OK 

AT&Cn 

DTE への回路 CD 信号の動 

n =0 : 

CD は常に ON 

AT&Cl 

[ M ] 

作条件を選択します。 

n = l : 

CD は相手モデムのキヤ U アに応じて変 

OK 

[& F ][& W ] 



化します。（初期値） 


AT&Dn 

DTE から受け取る回路 ER 

n =0 : 

ER の状態を無視します。（常に ON とみ 

AT&Dl 


信号びオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


とさの動作を選択します。 

n = l : 

n =2 : 

ER び ON から OFF に変化すると、オン 
ラインコマンド状態になります。 

ER び ON から OFF に変化すると、オフ 


[ M ] 



ラインコマンド状態になります。（初期 


に F ] に W ] 



値） 


AT&En 

接続時の速度表示の仕様を 

n =0 : 

無線区間通信速度を表示します。 

AT & E 0 

[ M ] 

選択します。 

n = l : 

DTE シ U ア J レ通信速度を表示します。 

OK 

に F ] に W ] 



湖期値） 


AT&Fn 

すべてのレジスタを工場出 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

- 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 




[ AT ] 閲 

を行います。 




AT&Sn 

DTE へ出力するデータセッ 

n =0 : 

DR は常に ON (初期値） 

AT & S 0 

[ M ] 

トレディ信号の制御を設定 

n = l : 

DR は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

に F ] に W ] 

します。 


ON となります。 


AT&Wn 

現在の設定値を記憶します。 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

- 

[ M ] 





AT が ANTE 

アンテナの本数を表示しま 

=0 : 

FOMA 端末のアンテナび圏が 

AT が ANTE 


す。 （0 〜 3) 

=1: 

FOMA 端末のアンテナび0本または1本 

が ANTE :3 



=2 : 

FOMA 端末のアンテナび2本 

OK 



=3 : 

FOMA 端末のアンテナび3本 

AT 求 DANTE =? 
* DANTE :(0-3) 

[ AT ] 閲 




OK 

AT * DGANSM=n 

パケット着信呼に対する着 

n =0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT が GANSM =0 


信拒否/許可設定のモード 


効にします。（初期値） 

OK 


を設定します。 

n = l : 

着信拒否設定 （ AT * DGARL ) を有効 

AT 求 DGANSM ? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

ホ DGANSM :0 


設定コマンド入力後のパ 

n =2 : 

着信許可設定 （ AT * DGAPL ) を有効 

OK 


ケット通信着信呼に対し有 


にします。 


[ M ] 

効となります。 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表おします。 


AT 求 DGAPL 二 n 

パケット着信呼に対して着 

n =0 : 

< cicl > で定義された APN を着信許可 U 

A い DGAPL =0,1 

[, cid ] 

信許可を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cicl > で定義された APN を着信許可 U 

AT * DGAPL ? 


APN の設逊ホ、 


ストから削除します。 

* DGAPL :1 


AT + CGDCONT で定義さ 



OK 


れたく cicl > パラメータを用 

< cicl > び省略された場合には、すべての cid に 

AT が GAPL =1 


います。 

適用します。 

OK 





AT 求 DGAPL ? 

[ M ] 


AT * DGAPL ? :着イ言西午可リストを表示します。 

OK 

AT が GARL=n 

パケット着信呼に対して着 

n =0 : 

< cicl > で定義された APN を着信拒否 U 

AT * DGARL =0,1 

[, cid ] 

信拒否を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cicl > で定義された APN を着信拒否 U 

AT が GARL ? 


APN 設定は、 


ストから削除します。 

求 DGARLl 


+ CGDCONT で定義された 



OK 


< cicl > パラメータを用いま 

cid び省略された場合には、すべての cid に適用 

AT が GARL =1 


す。 

します。 


OK 

AT ^ DGARL ? 

[ M ] 


AT * DGARL ? :着イ言}巨否リストを表示します。 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT 求 DG 円 R=n 

本コマンドの設定は、発信 

n =0: APN をそのまま使用します。（初期値） 

AT 求 DG 円 R =0 


時、着信時に有効となりま 

n = l : APN に" 184" を付加して使用します。 

OK 


す。 

牌に非通知） 

A い DG 円 R ? 


ダイヤルアップネットワー 

n =2 : APN に" 186" を付加して使用します。 

求 DG 円 R :0 


クでの設定でを、接続先の 

(常に通知） 

OK 


番号に18目（通知）/ 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示します。 



184 (非通知）を付けるこ 




とびでさます。 （ P .23 参 



[ M ] 

昭） 



AT^DRPW 

受信電力指標を表示します。 

- 

A い DRPW 


(0 :最ル値〜7己：最大値） 


が RPW :0 

[ AT ] 岡 



OK 

+++ 

オンライン状態のとき、エ 

- 

- 


スケープシーケンスび実 




されると回線を切断するこ 




となくオンラインコマンド 



[ M ] 

状態に移行します。 



AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

く report > 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （ P .38 参照） 

+ CEER :36 

[ M ] 



OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 

P .37 参照。 

P .37 参照。 

[ M ] 

( APN ) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時に 

AT + CGEQMIN = [パラメータ] 

P .37 参照。 


ネットワーク側から通知さ 

P .37 参照。 



れる QoS (サービス品質） 

AT + CGEQMIN =? 



を許容するかどラかの判定 

設定可能な値の U ストを表示します。 



基準値を登録します。 

AT + CGEQMIN ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 

AT + CGEQREQ = [パラメータ] 

P .37 参照。 


にネットワークへ要ホする 

P .37 参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT + CGEQREQ =? 



定します。 

設定可能な値の U ストを表示します。 




AT + CGEQREQ ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+CGMR 


表 7 JT します。 


1234 已 1234 已 1234 已 6 

[ M ] 



OK 

AT + CGREG=n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0: 通知なし。（初期値） 

AT + CGREG =1 


知するかどラかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内•圏外び切り替わった 

OK 


す。応答される通知により 

とさに通知します。 

(通知ありに設定） 


圏内/圏外を表示します。 

(問い合わせ） 

AT + CGREG ? 



AT + CGREG ? 

+ CGREG :1,0 



+CGREG : < n >,< stat > 

OK 



n :設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 




0:パケット圏が 

個がから圏内に移動した場 



1 :パケット圏内 

合） 

[ M ] 


4:不明 

+ CGREG :1 

に F ] に W ] 


己：パケット圏内 （ n - s ング中） 


AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


术しぶ 9。 


1234已巨78901234已 

[ M ] 



0 K 

AT + CLIP=n 

日 4 K データ通信/テレビ電 

n =0 :通知しません。（初期値） 

AT + CLIP =0 


話着信時に相手の発信番号 

n 二！.通知します。 

OK 


をパソコンに表示でさます。 


AT + CLIP ? 



U ヴルト ： +CLIP : < n >,< m > 

+ CLIP :0,1 



m =0: 発信時の相手に番号を通知しない NW 

OK 



m = l :発信時の相手に番号を通知する NW 設 


[ AT ] 閲 


定 


に F ] に W ] 


m =2 :不明 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド 実行例 

AT + CUR 二 n 

曰 4 K データ通信/テレビ電 

n =0 : CUR サービスの契約に従い、発番通知 

AT + CLIR =0 


話通信を発信するとさ、電 

されます（されません)。 

OK 


話番号を相手に通知するか 

n = l :通話相手に番号発信しません。 

AT + CUR ? 


どラかを設定します。 

n =2 :通話相手に番号発信します。（初期値） 

+ CLIR :0,1 



U ヴルト ： +CLIR : < n >,< m > 

OK 



m =0: CUR は起動していません。（常時通知） 

AT + CLIR =? 



m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 

+ CLIR :(0-2) 



m =2 :不明 

m =3 : CUR テンポラ U - モード（非通知デ 

OK 



フォルト） 




m =4: CUR テンポラ U - モード（通知デフォ 


[ M ] 


ルト） 


AT + CMEE=n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0: 通常の ERRORU ヴルトを用います。 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を行います。 

湖期値） 

OK 



n = l : +CME ERROR : < err > U ザルトコー 

AT+CNUM 



ドを使用し、 < err > は数値を用います。 

ERROR 



n =2 : +CME ERROR : < err > U ザルトコー 

AT + CMEE =1 



ドを使用し、 < err > は文字を用います。 

OK 



AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

AT+CNUM 



ち記は FOMA 端末や接続に異常びある場合のコ 

+CME ERROR :10 



マンドの実行例です。 

AT + CMEE =2 



+CME ERRORU ヴ J レトつードは下言己のとお0 

OK 



です。 

AT+CNUM 



1: no connection to phone 

+CME ERROR : SIM 



10: SIM not inserted 

1 己 ： SIM wrong 

not inserted 

[ M ] 


16: incorrect password 


に F ] に W ] 


100: unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

number :電話番号 

AT+CNUM 


を表示します。 

type :129 もしくは 14 已 

129: 国際アクセスコード + を含 
まない 

14己：国際アクセスコード+を含 
む 

U ヴルト： + CNUIVI :, く number 〉,< type > 

+ CNUM :,"+8190123 

4 已己 78",14 己 

OK 

[ AT ][ M ] 



AT + CR=n 

回線接続時に CONNECT の 

n =0 :表示しません。（初期値） 

AT + CR =1 


U ザルトコードを表示する 

n 二1:表术します。 

OK 


前に、ベアラヴービス種別 

く se 「 v >: パケット通信を意味する" GPRS " の 

ATD 本 99 ホネネ 1# 


を表示します。 

み表示します。 

+CR : GPRS 



(回線種別により" SYNC "、 

" AV 32 K \ |’ AV 日4 K |’を表示しま 

CONNECT 

[ M ] 


す。） 


に F ] に W ] 


AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 


AT + CRC=n 

着信時に拡張 U ザルトコー 

n =0: + CRING を使用しません。（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどラかを設 

n = l : + CRING .< type > を使用します。 

OK 


定します。 

AT + CRC ? で現在の設定を表示します。 

AT + CRC ? 



+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRC : 0 



+CRING : < type > 

OK 

[ AT ] 閲 


PPP パケット呼着信時 


に F ] に W ] 


+CRING : GPRS " PPP ",„< APN > 


AT + CREG=n 

圏内-圏が情報の表示に関 

n =0: 通知なし。（初期値） 

AT + CREG =1 


する U ザルト表示の有無を 

n = l :通知あり。圏内•圏外び切り替わった 

OK 


設定します。 

とさに通知します。 

(通知ありに設定） 



(問い合わせ） 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+CREG : 1,0 



+CREG : < n >,< stat > 

OK 



n : 設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0: 音声圏外 

懼外から圏内に移動した場 



1: 音声圏内 

合） 

[ AT ] 岡 


4： 不明 

+CREG :1 

に F ] に W ] 


己： 音声圏内（□一 S ング中） 


AT+GMI 

乂一わを ( Panasonic ) を 

- 

AT+GMI 


表 7 JT します。 


Panasonic 

[ M ] 



OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 

- 

AT+GMM 


(FOMA P 日 03 iTV ) を表 


FOMA P 903 iTV 

[ M ] 

术しぶ 9。 


OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+GMR 


表汀^します。 


Verl .00 

[ M ] 



OK 

AT+IFC 二 n,m 

フ □一 制御ち式の選択を行 

n : DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


います。 

m : DTE by DCE 

OK 



0: フ□-制御なし 




1: XON / XOFF フロー制御 




2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御 


[ M ] 


初期値は n , m =2.2 


に F ] に W ] 


AT + IFC ? で設定値を問い合わせます。 


AT + WS 46 =n 

FOMA 端末の無線通信網を 

n =22 : W-CDMA (Wideband CDMA ) のみ 

AT + WS 4 巨 =22 

[ M ] 

に F ] に W ] 

選択します。 

指定可能です。（初期値） 

OK 

ATA 

FOMA 端末び着信した モー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 

[ M ] 

ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

<加> :1〜10。 + CGDCONT で設定した 

ATD *99 ホホ* 1 # 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場合 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

* 日日***#」と省略できます。 


[ M ] 

処理を行います。 



ATEn 

コマンドモードにおいて 

n =0 :エコーバックなし 

ATEl 

[ M ] 

DT 曰こ対するエコーバック 

n = l :エコーバックあり（初期値） 

OK 

に F ] に W ] 

の有無を指定します。 



ATHn 

FOMA 端末に対してオン 

n =0: 回線を切断します。（省略可） 

(パケツト通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 




ATH 

[ M ] 



N 0 CARRIER 

ATIn 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示します。 

ATI 0 



n = l :製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 : PPP パケット機能のノ（ージョンを表示 

OK 



します。 （+ GMR と同じ） 

ATM 

FOMA P 903 iTV 

[ AT ] 閲 



OK 

ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 :オンラインコマンドモードからオンラ 

ATO 


ドモードから、オンライン 

インデータモードに戻します。（省略可） 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに戻ります。 



ATQn 

DTE への U ヴルトコードを 

n =0 : U ヴルトコードを表示します。湖期値） 

ATQ 0 


表示するかどラか設定しま 

n = l : U ザルトコードを表示しません。 

OK 


す。 


ATQl 

[ M ] 



(このとき、 OK は応答され 

に F ] に W ] 



ません。） 

ATS 0 =n 

FOMA 端末び自動着信する 

n =0 :自動着信しません。湖期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l 〜25己：指定した U ング回数で自動着信し 

OK 


します。 

ます。 

ATS 0? 



か含10のとさ、パケット （ PPP ) 着信の場合 

000 

[ M ] 


は、自動着信せず約30砂で切断されます。） 

OK 

に F ] に W ] 


ATS 0? で設定値を問い合わせます。 


ATS 2 =n 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

n =127 :エスケープ処理は無効。 

OK 

ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

に F ] 



OK 

ATS 3 =n 

キャ U ッジ U 夕ーン （ CR ) 

n = 13 :初期値か=13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 



013 

に F ] 



OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n = l 0 :初期値 （ n = l 0のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? で設定値を問い合わせます。 

OK 

ATS 4? 

[ M ] 



010 

に F ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 5 =n 

バックスぺース （ BS ) 

n =8 : 

:初期値 （ n =8 のみ指定可） 

ATS 已=8 


キャラクタの設定を行いま 



0 K 


す。 

ATS 日？で設定値を問い合わせます。 

ATS 己？ 

[ M ] 




008 

に F ] 




0 K 

ATS 30 =n 

不活動タイマ（分）を設定 

n =0 〜2己日（初期値は 0) 弹位：分） 

ATS 30=0 


します。 ユー ヴーデータの 
送受信びないと、設定した 
時間じ(上で切断します。本 
コマンドの設定は、己 4 K 
データ通信に限ります。設 
定び0の場合、不活動タイ 



OK 

閲に F ] 

マ OFF となります。 




ATS 1 03 =n 

着サブアドレスの区切りの 

n =0 

* (アスタリスク） 

ATS 103=0 


キャラクタを選択します。 

n=l 

/ (スラッシュ）（初期値） 

OK 

閲に F ] 


n =2 

¥またはバックスラッシュ 


ATS 1 04 =n 

発サブアドレスの区切りの 

n =0 

# (シャープ） 

ATS 104=0 


キャラクタを選択します。 

n=l 

% (パーセント）（初期値） 

OK 

閲に F ] 


n =2 

& (アンド） 


ATVn 

すべての U ヴルトコードを 

n =0 

リプルトコードを数値で返送します。 

ATVl 

[ M ] 

数字表記または英文字表記 

n=l 

U ヴルトコードを文字で返送します。 

OK 

に F ] に W ] 

に設定します。 


湖期値） 


ATXn 

接続時の CONNECT 表示に 

n =0 : 

:ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 

ATXl 


速度表示の有無を設定しま 


ン検出なし、速度表示なし。 

OK 


す。 

n = l : 

:ダイヤル]-ーン検出なし、ビジー!-一 



また、ビジー!-ーン、ダイ 


ン検出なし、速度表示あり。 



ヤル!-ーンの検出を行いま 

n =2 : 

:ダイヤル!-ーン検出あり、ビジー!-一 



す。 

n 二 3 ■ 

ン検出なし、速度表示あり。 

:ダイヤル!-ーン検出なし、ビジートー 
ン検出あり、速度表示あり。 


[ M ] 


n =4 : 

ダイヤルトーン検出あり、ビジートー 


に F ] に W ] 



ン検出あり、 速度表示あり。（初期値） 


ATZ 

設定を不揮発メモ1」の内容 


- 

(オンライン時） 


に U セットします。通信中 



ATZ 


に本コマンドび入力された 



NO CARRIER 


場合、回線切断処理を行い 



(オフライン時） 


ます。 



ATZ 

[ M ] 




OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 


- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 



El Q 0 VI X 4 SlCI 


表汀^します。 



& D 2 & S 0 ¥ V 0 
3000=000 

3002=043 

3003=013 

3004=010 

3005=008 

3006=005 

3007=060 

3008=003 

3010=001 

3030=000 

3103=000 

SI 04=000 

[ M ] 




OK 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

n =0 : 

:拡張 U ヴルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

選択を行います。 


湖期値） 

OK 

に F ] に W ] 


n = l : 

:拡張 U ザルトコードを使用します。 



※じ(下のコマンドは、エラーにはなりませんびコマンドの動作はしません。 

• AT ( AT のみの入力） - ATT ( I ン設定） 

•ATP (パルス設定） -ATSe (ダイヤルするまでのポーズ時間設定） 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） • ATS 10 (自動切断遅延時間設定） 
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U AT コマンドの補足説明 

•コマンド名： +CGDCONT [ M ] 

•概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

•書式 

+ CGDCONT =[< cicl >[," PPP "[,"< APN >"]]] 

-パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は!;^下 
のコマンド実行例を参照してください。 

な形※：1〜10 


< APN > ※：任意 

《< cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
( APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では！〜10び登録でさます。お買い上げ時、 
< cicl >= l には mopera . ne . jp か、 < cicl >=3 には 
mopera . net び初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

• パラメータを省略した場合の動作 


+ CGDC 0 NT = 

+ CGDCONT =< cicl > 

+ CGDC 0 NT =? 

+ CGDC 0 NT ? 

•コマンド実行例 
AT + CGDC 0 NT =2,|’ PPP ,’’ 
OK 


:すべての < cicl > に対し初期値を 
設定します 

:指定された < cicl > を初期値に設 
定します。 

:設定可能な値の1」スト値を表示し 
ます。 

:現在の設定を表示します。 

" abc " 


《 abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid び2の場 
合） 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & W により書き込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
を行われません。 

•コマンド名： +巳 GEQMIN = [パラメータ] [ M ] 

■ 概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS 
(サービス品質）を許容するかどラかの判定基準値を登録しま 
す。 


設定パターンは、じ(下のコマンド実行例に記載されている4パ 
ターンび設定でさます。 

•書式 


+ CGEQMIN =[< cicl>[,,〈Maximum bitrate UL > 

[，く Maximum bitrate DL >]]] 

パラメータ説明 

く加〉※ ：1〜10 

〈Maximum bitrate UL >《 ：なし（初期値）または日4 
<Maximum bitrate DL >《 ：なし（初期値）または384 
※く cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
( APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録でさます。お買い上げ時、 

く cid > 二1には mopera . ne . j ' p か、 < cicl >=3 には 
mopera . net び初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

く Maximum bitrate UL > および 〈Maximum bitrate DL > 


は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最お通信速度 
[ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を 
許容しますび、64および384を設定した場合はこれらの値 
(外での速度の接続は許容しないため、パケット通信びつな 
びらない場合びありますのでごを意ください。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQMIN = :すべての < cicl > に対し初期値を 

設定します。 

+ CGEQMIN =< cicl > :指定された < cicl > を初期値に設 

定します。 


•コマンド実行例 

l ^ TF の4ノ C ターンのみ設定でさます。 （( 1 ) の設定びを cid に初期 
値として設定されています。） 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド 
( cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2 让り日 4 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容する場合の〕 
マンド 

( cid び3の場合） 

AT + CGEQMIN =3„ 64,384 
OK 

(3) 上り目 4 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマン 

ド （ cid び4の場合） 

AT + CGEQMIN =4,, 巨4 
0 K 

(4) 上りすべての速度/下り 384 kbps の速度のみ許容する場合 
のコマンド （ cid び日の場合） 

AT + CGEQMIN = 己,,384 
0 K 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & W により書き込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
を行われません。 

•コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] [ M ] 

•概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要ホする QoS 
(サービス品質）を設定します。 

設定はじ(下のコマンド実行例に記載されている1ノターンのみ 
で初期値としてを設定されています。 

-書式 

+ CGEQREQ =[< cicl >] 

-パラメータ説明 
<cicl> 《 ： 1〜1 0 

《< cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
( APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録でさます。お買い上げ時、 
< cicl >= l には mopera . ne . j ’ p び、 < cicl >=3 には 
mopera . net び初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ = :すべての < cicl > に対し初期値を 

設定します。 

+ CGEQREQ =< cicl > :指定された < cicl > を初期値に設 

定します。 

•コマンド実行例 

じ(下の1ノ C ターンのみ設定でさます。 

(を cid に初期値として設定されています。） 

(1) 上り目 4 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要ホする場合 
のコマンド （ cid び3の場合） 

AT + CGEQREQ =3 

OK 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & W により書き込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
を行われません。 

•コマンド名： +CLIP 

■概要 

|’ AT + CUP = r の場合の U ヴルトび下記の書式で表示されます。 
+CLIP : < number >< type > 

•コマンド実行例 
AT + CLIP =1 
OK 
RING 

+CLIP : "090 1234已巨 78", 49 
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u 切断理由一覧 

■64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでした。 

19 

相手び呼び出し中のため通信びでさません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではあ 
りません。 

巨己 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、ちしくは着信を受 
けました。 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN び存在しないか、をしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要ましたサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


〇リザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0K 

正常に実行しました 

1 

CONNECT 

相手と接続しました 

2 

RING 

着信び来ています 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびで 
さません 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出びでさま 
せん 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です 

101 

DELAYED 

U ダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 


&E0 のとさ 

FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

12已 

CONNECT 384000 

384000 bps 


&E1 のとき 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

已 

CONNECT 1200 

1200bps 

10 

CONNECT 2400 

2400bps 

11 

CONNECT 4800 

4800bps 

13 

CONNECT 7200 

7200bps 

12 

CONNECT 9 巨 00 

9 巨 00bps 

1已 

CONNECT 14400 

14400bps 

16 

CONNECT 19200 

19200bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 已 7 己 00 

已 7 巨 00bps 

19 

CONNECT 11 已 200 

11 已 200bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


• ATVn コマンド （P.3 己参照）び n=l に設定されている場合に 
は文字表示形式（初期値)、 n=0 に設定されている場合には数 
字表示形式で U ヴルトコードび表示されます。 

•従来の RS-232C で接続するモデムとの互換性を保つため通信 
速度の表示はしますび、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA USB 接 
続ケーブル（別売）や Bluetooth で接続されているため、実際 
の接続速度と異なります。 

•「RESTR に TION」 （数字表示：1 00) び表示された場合には、 
通信ネットワークび混雑しています。しばらくしてから接続し 
直してください。 


■通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

日 4K データ通信で接続 

2 

AV32K 

テレビ電話 32K で接続 

3 

AV64K 

テレビ電話 64K で接続 

己 

PACKET 

パケット通信で接続 


■リザルトコード表示例 


• ATX0 び設定されている場合 

AT¥V コマンド （P.36 参照）の設定に関わらず、接続完了の際 

に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD * 日日** * 1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

1 

• ATX1 び設定されている場合※ 

- ATXK AT¥V0 び設定されている場合湖期値） 

接続完了のときに、 C0NNECT<F0MA5 端末一 PC 間の速度> 
の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

- ATX 1、 AT¥ V1び設定されている場合※ 

接続完了のとさに、の書式で表示します。 
CONNECT<FOMA 端末- PC 間の速度 >PACKET< 接続先 
APN>/< 上りち向（ド01\^八端末^無線基地局間）の最高速度 
>/<下りち向（FOMA端末^無線基地局間）の最高速度> 
文字表示例 ： ATD * 日日** * 1# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera.ne.jp /日4/384 
(mopera.ne.jp に、上0最大巨 4kbps、 下0 
最大 384kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121己 

《 ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接 
続び正しく行えない場合びあります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 
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